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公の施設指定管理者実績報告(平成２８年度)の結果について 

 

１ 実績報告の結果概要 

 

  公の施設指定管理者実績報告の調査は，指定管理者が行っている管理運営が，効果的・効率的で

あり，市民の利便性の向上が図られているかを点検・評価することにより，今後の管理運営をより

適正に継続させるとともに，調査結果を公表することで，管理運営の透明性を確保することを目的

として行っています。 

  この報告は，指定管理者から施設所管課へ提出された平成２８年度事業報告書等（平成２８年度

に制度導入済の２７施設）により，その管理運営状況を点検・評価のうえ，施設所管課において作

成された指定管理者実績報告書を取りまとめたものです。 

   

 

２ 各施設の実績概要 

 

  各施設の事業実績について，指定管理者制度を導入した結果，施設の設置目的を効果的に達成で

きたのか，数値目標による達成度を含めた評価をまとめております。 

  各施設の実績概要は以下のとおりです。 

  ※詳細は，別添「平成２９年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成２８年度実績）」を 

参照のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○事業の評価項目 
  ①管理運営状況 
   ・施設利用者に関すること 
   ・管理運営経費に関すること 
   ・適正かつ公平性の確保された管理運営の強化 
  ②事業実績・評価 
   ・施設の設置目的の達成度 
    ・目的を達成するための取組状況，課題等 
  ③利用者による評価 
   ・利用者からの意見等 
  ④総評 
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（１）笠間市民体育館など６施設について 

〔管理運営状況〕 

  ・利用者数は１５６,０６３人であり，笠間市長杯ジュニアテニストーナメントや手作り遊園地の開催 

を始め，各種自主事業の充実により，前年度と比較して１１,８４０人増加し，毎年度増加傾向にある。 

  ・事業収支については，利用料金の増加などにより黒字となっている。 

 〔事業実績・評価〕  

  ・「施設利用料金」，「施設年間延利用者数」，「自主事業（運動教室）参加延人数」は，目標を大きく上 

回った。 

  ・目標を達成するために，自主事業として実施している運動教室数を１８から２２へ拡大した。また， 

テニストーナメントには５６６名の参加者があり，手作り遊園地には市内の幼稚園児と小学生８００ 

名を招待した。 

  ・球場整備の実務研修を実施し職員のスキルアップを図るなど，施設の適正な整備に努めた。 

 〔利用者による評価〕  

  ・各種教室，イベントは好評を得ている。要望としては，テニスコートの整備や日よけの設置，市民球 

場の整備，運動教室の開催などがあったが，いずれも対応している。 

 〔総評〕 

  ・自主事業の拡大などにより施設利用者数・収入が増加し，安定した管理運営の基礎となった。また， 

テニス大会では，賞品に市の特産品を用意して好評を得るなど，地域の PRに貢献したことも評価でき 

る。今後も，市民のスポーツ実施率の向上に取り組んでほしい。 

 

（２）北山公園について 

 〔管理運営状況〕 

  ・利用者数は１７２,６６６人であり，工事に伴うキャンプ場の利用中止にも関わらず，前年度と比較

して約１５,１００人の増加となり，毎年度増加傾向にある。 

  ・事業収支については，前年度に引き続き黒字となった。 

 〔事業実績・評価〕 

  ・「利用者満足度指数」は７５．３％であり，目標を達成した。 

  ・きめ細やかな草刈りや枝払い，清掃などにより景観維持に努めている。 

  ・昨年度も実施したホタル観賞会は好評で，来場者が増加している。 

  ・経年劣化による設備の修繕が必要な箇所があるが，予算内で対応できない部分もあり課題である。 

 〔利用者による評価〕  

・自然公園の景観については好評を得ている。遊歩道や水辺周辺の整備，カフェの設置などの要望が 

あった。 

 〔総評〕 

  ・専門知識や経験を活かした管理がされており，市民が自然に親しみつつ，観光レクリエーション及び 

スポーツ活動を行うといった施設の設置目的に基づいた管理運営に努めている。 

 

（３）笠間市いこいの家「はなさか」について 

 〔管理運営状況〕 

  ・利用者数は６０,５５６人で，昨年度より５２２人減尐しており，ここ数年減尐傾向である。 

  ・事業収支については，燃料費の減額等により支出が抑えられ，黒字となった。 

 〔事業実績・評価〕 

  ・「年間延利用者数」は，目標に届かなかった。 

・目標達成のため，開館時間を早め，各種イベントの実施，イベントでのチラシ配布等を行っているが， 

利用者増に向けたより一層の取り組みが必要である。 

  ・利用者数の減尐について，要因の把握が課題である。 

 〔利用者による評価〕 

・接客や価格について好評を得ている。要望としては，景観の改善，物販の充実，マッサージ器や整 

体の導入などがあるが，対応している。 

 〔総評〕 

  ・利用者の意見を反映させていることは一定の評価ができるが，利用者増へ向けて、より一層の取り組
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みを進めてほしい。また，景観について，今後は施設内だけでなく，敷地全体についても配慮してい

ただきたい。 

 

（４）あたご天狗の森スカイロッジについて 

〔管理運営状況〕 

  ・利用者数は１０,３５４人であり，天候の影響などで前年度より約１,３００人減尐した。 

  ・事業収支については，例年と同様，黒字となった。 

 〔事業実績・評価〕  

  ・「施設の利用者数」は目標に届かなかったが，「施設の売上」については目標を大きく上回った。 

  ・後期には先行予約に対しての特典サービスによるインセンティブプランを創出し，利用者数が前年を 

上回る月もあった。 

 〔利用者による評価〕  

  ・清掃やスタッフの対応については好評を得ている。要望としては，設備の修繕や備品の設置などが 

ある。 

 〔総評〕  

  ・設備の維持管理及び運営は，おおむね適正に行われている。宿泊棟をより良質な環境に保ち，利用者 

の満足度向上に努めてほしい。 

 

（５）あたごフォレストハウス外２施設について 

〔管理運営状況〕 

 ・利用者数は１７,６７６人であり，前年度より６５０人減尐した。 

  ・事業収支については，人件費が削減されたことで，今年度は黒字となった。 

 〔事業実績・評価〕  

  ・「施設の利用者数」は目標に届かなかった。利用者数が多かった前年度よりは減尐しているが，ここ

数年はおおむね増加傾向にある。 

  ・目的達成のために，定期的な施設等の巡回・清掃等を実施しているが，一部清掃が不十分な個所が見 

られた。また，老朽化に伴い修繕等の費用増加が予想され，計画的な修繕が必要となる。 

 〔利用者による評価〕 

  ・管理状況について好評を得ている。要望としては，イベントの企画などがある。 

 〔総評〕  

  ・施設管理については，適正な管理・運営に努めている。ただ，人件費が削減された分，清掃等が不十

分な箇所がみられたため，今後は，見回りや清掃を充実させるほか，より幅広い世代の方が訪れるよ

うに，新規事業を企画し，観光振興に寄与してほしい。 

 

（６）笠間クラインガルテンについて 

 〔管理運営状況〕 

・宿泊施設付き市民農園は，全５０区画中５０区画が利用されたが，平成２７年度中にはすべての区画 

が埋まらなかった。日帰り市民農園は全５０区画中４５区画の利用であった。 

・体験農業の利用者数が前年度より約５３０人増加した。 

・直売所の利用者数は前年度とほぼ変わらず，そば処の利用者は前年度より約８７０人減尐した。 

・事業収支については，全体としては黒字だが，直売所とそば処の収支の赤字を農園施設の利益で埋め 

合わせている状況である。 

 〔事業実績・評価〕  

・「農園施設利用者数」，「直売所の来店者数」，「そば処の来店者数」はいずれも目標に届かなかった。 

「体験農業者数」については，いちご狩りの人数増加により目標を達成した。 

・農園施設については，様々な媒体で広報活動を行ったほか，ゲストハウスの活用など新たな取り組み 

が見られた。 

・直売所については，市内他施設へのミニ直売所コーナーの設置により，売上増加を図った。 

・そば処については，イベントの開催や新メニューの開発を行った。 

・課題は，特に直売所とそば処の利用者の確保及び収支の改善である。 

 〔利用者による評価〕 
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  ・陶芸体験や田んぼ教室などの各種イベント，ミニ直売所コーナーの設置，ソフトクリームのアレン 

ジメニュー，そば処の特別メニューなどについて好評を得ている。 

  ・農園施設では通信環境の改善やごみの処理，安全確保について，直売所では品ぞろえや接客対応につ 

いて，そば処では味や待ち時間についてなどの要望・苦情があった。 

 〔総評〕  

  ・指定管理１年目であったが，施設の運営については，前年度から引き続き従事する職員もいたことか 

ら，基本的には滞りなく実施された。中でも，直売所とそば処の経営改善を図ろうとする熱意が感じ 

られた。いずれも，前年度より赤字額を改善できてはいるが，収支の改善は引き続き課題である。ま 

た，農園施設については，今後はより一層施設の PRに力を入れるとともに，数ある首都圏近隣のクラ 

インガルテンや類似施設の中から選ばれるだけの施設の質向上に努めてほしい。 

  ・利用者の意見を積極的に取り入れ，対応していることは評価できる。 

 

（７）笠間工芸の丘について 

〔管理運営状況〕 

  ・利用者数は２３４,０００人であり，前年度と比較して１７,０００人減尐した。 

  ・事業収支は黒字であった。 

 〔事業実績・評価〕  

  ・「施設全体の年間延利用者数」，「物販売上」は，天候の影響などにより目標に届かなかった。「体験施 

設の年間延利用者数」については目標を達成した。 

  ・工芸の丘感謝フェアや彩初窯市などの既存イベントの開催のほか，施設店頭での実演販売や，施設外 

のイベントへの出店などにより，販売促進に努めた。 

  ・陶芸以外の体験教室を新規に開設するなど，新たな利用者層の獲得に努めた。 

  ・SNSの活用や，外国メディアの取材の受入れなどによる広報活動を実施した。 

  ・天候に左右されない収益の確保や，施設の修繕などが課題である。 

 〔利用者による評価〕  

  ・陶芸や織物など，体験教室について好評を得ている。 

  ・教室の開催頻度や内容に関すること，新規教室の開催要望などがある。 

 〔総評〕 

  ・施設運営全般については適切に行われており，新規利用者獲得のための営業活動や経費削減の取り組

みを継続していることは評価できる。また，災害時には迅速・適切な対応ができているので，今後 

も継続していただきたい。 

 

（８）駐車場施設について 

 〔管理運営状況〕 

・利用者数は，笠間駅駐車場が１２,７６０人，稲田駅・福原駅駐車場は７,０５８人，友部駅南口自転 

車駐車場が６０３人（４か月）であった。 

  ・指定管理料は主に人件費相当分であり，事業収支は均衡している。 

 〔事業実績・評価〕  

・「利用者数」は，笠間駅駐車場及び友部駅南口自転車駐車場では目標値を達成し，稲田・福原駅駐車 

場では目標に届かなかった。 

  ・広報紙やホームページ等により，新規利用者の獲得に努めている。 

 〔利用者による評価〕 

  ・友部駅南口自転車駐車場について，２４時間利用してほしいとの要望があったが，対応済みである。 

 〔総評〕  

  ・利用者への対応，施設の管理，料金の徴収等について，的確に遂行できている。 

 

（９）笠間市障害者福祉センターについて 

 〔管理運営状況〕 

・利用者数について，障害者福祉センターともべは３,２２７人で，前年度と比較して３３２人減尐， 

障害者福祉センターいわまは１,４０３人で，前年度とほぼ同数であった。 

  ・指定管理料は主に人件費相当分であり，事業収支は均衡している。 
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 〔事業実績・評価〕 

  ・「利用者数」は，ともべは目標に届かず，いわまは目標を達成した。 

  ・事業としては，作業及び生活訓練等を行うほか，コミュニケーション能力の向上を図るため，そば打 

ち体験などの交流会を実施した。 

  ・若年層の利用者の獲得や工賃の向上については，昨年度に引き続き課題である。 

 〔利用者による評価〕  

  ・通所が楽しいとの声のほか，遠足やレクリエーション，宿泊学習も好評を得ている。 

 〔総評〕  

  ・在宅障害者が社会生活を身につける場として，充実した運営内容となっている。今後も積極的な PR 

により，利用者増に努めてほしい。 

 

（10）笠間市地域福祉センター「笠間市友部社会福祉会館」について 

 〔管理運営状況〕 

・年間延利用者数は２２,３９９人であり，昨年度から１６０人増加した。デイサービスの利用者は減 

尐傾向にある。 

  ・事業収支は均衡している。 

 〔事業実績・評価〕 

  ・「年間延利用者数」は，目標に若干届かなかった。「ボランティア活動組織数」，「ボランティア活動日 

数」は目標を達成した。 

  ・利用率向上を図るため，土日祝日も開館している。 

〔利用者による評価〕  

  ・職員の応対について好評を得ている。 

・空調機の不具合や会議室が予約できないことがあるとの意見があった。 

 〔総評〕 

  ・休日開館により利用率の向上を図り，福祉事業を積極的に運営していることは評価できる。 

 

（11）笠間市福祉センター「いわま」について 

 〔管理運営状況〕 

・利用者数は５,７６４人であり，前年度より約１４０人減尐した。 

・事業収支は黒字であった。 

 〔事業実績・評価〕 

  ・「施設利用者数」は，目標に届かなかった。 

  ・自主事業として配食サービスを，委託事業として通所事業を実施している。木曜日を一般開放日とし 

ていたが，利用者数が伸びないことから，平成２９年度からは廃止としている。 

〔利用者による評価〕 

・そばなどの食事や施設の清潔感が好評を得ている。 

・利用者の増加に向けた取り組みや，食事の提供時間の短縮などの要望があった。 

 〔総評〕  

・通所事業は高齢者の介護予防，安否確認，引きこもりの予防等に効果を上げている。 

 

（12）笠間市児童館（笠間キッズ館）について 

 〔管理運営状況〕 

  ・利用者数は３７,１６５人であり，前年度より約３４０人の増加となった。 

  ・事業収支は黒字となっている。 

 〔事業実績・評価〕 

  ・「児童館利用者数」は，目標を達成した。 

  ・各種イベントを土日に集中させ，利用者増につなげた。 

  ・児童館のスタッフと子育て支援センターのスタッフについて入替えを実施し，それぞれどちらの事 

業にも携われるようにした。 

 〔利用者による評価〕  

  ・スタッフの接客態度が良い，相談に乗ってもらえる，安心できるなどの評価を得ている。 
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  ・以前から飲食スペースの設置要望があるが，スペースの関係等により，水分補給のみ認めている。 

 〔総評〕  

  ・新規イベントの実施や，稼働率の低かった創作室の活用など，利用者増に向けた取り組みを進めてい 

る。また，利用者の声を大切にしていることや，スタッフの接遇についても評価できる。 

 

（13）笠間の家について 

 〔管理運営状況〕 

  ・利用者数は４,６２９人であり，前年度から約１,０５０人増加し，毎年度増加傾向にある。 

  ・事業収支については，新規事業の実施に伴う支出が増え，約４１万円の赤字となった。 

 〔事業実績・評価〕 

  ・「企画イベント実施数」，「カフェ・有料イベント売上」は目標を達成したが，「来場者数」については 

目標に届かなかった。 

  ・展示会やワークショップ等のイベントを５８回開催したことや，ホームページや SNS，紙媒体でのス 

ケジュールの周知により利用者増につなげた。 

 〔利用者による評価〕  

  ・イベントやカフェなどについて好評を得ているが，施設の案内看板が分かりづらいとの意見がある。 

 〔総評〕  

  ・様々な種類の企画展やカフェの営業などにより，新規顧客やリピーターの獲得につながった。また， 

笠間の家の建築価値を活かすため，建築業界と関わりを持ち続けていることや,市外の作家を招き，市 

内外の交流を促進していることも評価できる。 

 

（14）地域交流センターともべについて 

 〔管理運営状況〕 

  ・４ヶ月間の利用者数は１２,３４４人であり，事業収支は約６４万円の赤字であった。 

 〔事業実績・評価〕  

  ・「施設利用回数（団体）」，「施設利用者数」，「カフェ売上」はいずれも目標を達成した。 

  ・マルチホールについて，映画の上映など様々なイベントを実施した。カフェについてはメニューに人 

気が集まり，当初の想定以上に利用者数が伸びた。 

  ・トモア通信やフェイスブックなどにより，施設の周知に努めている。 

 〔利用者による評価〕  

  ・施設の清潔感やスタッフの対応，カフェについて好評を得ている。施設の場所が分かりにくいとの要 

望があるが、案内表示の設置等により対応している。 

 〔総評〕  

  ・全体的に良好に管理されている。利用者の意見を取り入れ，運営に反映させていることや，利用者数 

やカフェの売上などが目標を大きく上回っている点は評価できる。今後も施設の設置目的の達成に向 

けた運営を期待する。 

 



笠間市石井2068-1

笠間市石井2068-1

笠間市石井2068-1

平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

スポーツ振興課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

笠間市総合公園 笠間市箱田867-1

石井街区公園

笠間市民体育館

笠間市武道館

笠間市岩間海洋センター 笠間市押辺2259-1

笠間市岩間総合運動公園 笠間市押辺2259-1

　施設の設置目的

市民の体育，スポーツの振興を図るとともに，スポーツ以外の各種行事等の利用促進を図ることを目的とする。

　指定管理者 　代表者 　所在地

特定非営利活動法人　日本スポーツ振興協会 沼尻　満男 茨城県つくば市大角豆1744

　指定期間

25 4 1 30 3 31 5

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

①安心・安全な施設運営　②公平・公正な運営（法令順守）　③地域コミュニティー活性化とまちづくり　④地域と連携し貢献できる施
設　⑤利用者サービスの向上

　指定管理者の業務内容

・スポーツ施設の運営・管理

・自主グループの育成

・スポーツの普及

・健康促進事業の展開

・地域スポーツ指導員の育成・連携

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

321 304 312 310 304

130,000 132,000 134,000 136,000 138,000

32,304 36,655 43,524 45,000
90,931 129,695 138,785 144,223 156,063

市民体育館 0 42,209 45,508 41,008 51,572
総合公園 32,287

22,354
笠間武道館 19,950 15,743 15,620 14,991 14,618

17,090 17,555 21,965 22,519
岩間海洋センター 23,862 22,349 23,447 22,735
岩間運動公園 14,832

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

63,190,000 64,263,000 64,261,000 64,219,000 64,178,000

3,748,000 3,785,000 3,823,000 3,862,000 3,900,000

4,097,000 4,161,000 4,227,000 4,294,000 4,362,000

71,035,000 72,209,000 72,311,000 72,375,000 72,440,000

63,190,000 64,263,000 64,261,000 64,219,000

4,646,455 5,335,561 5,911,913 6,191,695

1,774,725 4,094,007 5,820,376 6,298,781

864,185 1,239,448 1,021,582 295,253

68,746,995 72,453,120 74,971,707 76,414,223

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支

7 



【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

　施設の適正な管理及び整備については，植栽の管理，設備・備品等の整備を適切な時期に実施するとともに，球場整備の実務研
修等による職員のスキルアップを図っており，今後も適正な管理運営に努めるよう指示した。自主事業の充実に関しては，こども向け
教室など自主事業教室数を拡大しており，利用者数も前年度比２７％増と評価でき，市民のニーズを把握することにより更なる充実に
努めるよう指示した。

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

施設利用料金
目標値 3,748,000 3,785,000 3,823,000 3,862,000 3,900,000

実績値 4,646,455 5,335,561 5,911,913 6,191,695

施設年間延利用者数
目標値 130,000 132,000 134,000 136,000 138,000

実績値 129,695 138,785 144,223 156,063

自主事業（運動教室）参加延人数
目標値 1,650 1,700 1,750 1,800 1,850

実績値 2,242 4,709 7,514 9,575

目標値

実績値

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価
○日本スポーツ振興協会主催地域交流事業
・グラウンドゴルフ大会（300名参加）
・ターゲットバードゴルフ大会（参加者60名）
○笠間市長杯ジュニアテニストーナメント（参加者566名）
・関東一円から選手が集まり，賞品には笠間特産物を用意し，笠間PRに
努めた。
○かさま陶芸の里ハーフマラソン大会への協力
・ゲストランナーとしてアスリート芸能人（安田大サーカス団長安田さん）
を招待し，大会に花を添えた。
○手作り遊園地（2回：800名参加）
・総合公園ピクニック広場を使用して，当協会ノウハウでのボランティア
団体に協力いただき，市内の幼稚園児，小学生を無料招待
・ケータリング業者（カフェ）を誘致しての地元貢献（笠間）
○自主事業のバリエーションアップ
・教室数を拡大（27年：18教室⇒28年：22教室）
・女性をターゲットとしたベリーダンス教室，ヨガ教室，ピラティス教室が
好評
・親子向け事業の実施（佐藤直子プロの地域ふれあいテニス教室，親子
凧あげ教室，おもしろ理科教室）
・女性向け有酸素運動教室の開催（ズンバ教室）

　指定管理4年目となり，本年も笠間市長杯ジュニアテニストーナメントを開
催し、関東一円から過去最多の566名の選手が集まった。賞品には農政課
からご紹介の笠間特産物を用意させていただき，選手のご家族から大好評
をいただいている。賞品の販売店の場所の問い合わせが多くあり、笠間特
産物が大会の魅力をより大きいものとしていただき，笠間をPRできたと考え
ている。また，大会収益を利用して，地域還元事業を行っている。
　昨年は元プロ野球選手による無料こども野球教室を開催した。本年はか
さま陶芸の里ハーフマラソン大会のゲストランナーとして，アスリート芸能人
で有名な安田大サーカスの団長安田さんを招き大会を盛上げていただき
（一般の5kmに出場），利用者数は前年度比約8％増、利用料金収入にお
いて前年度比3％増という実績となった。施設利用者は総計156，063人（前
年比+11,840人）となり，利用者数，利用料金収入ともに直近6年間の中で
は一番の実績を上げることができた。笠間市長杯ジュニアテニストーナメン
トをはじめとした自主事業の利用者数は着実に伸びており，こどもテニス教
室はキャンセル待ちが出るほど好評をいただいている（28年自主事業参加
総数：9,575名　前年比：約127％）。
　施設管理においては，笠間市民球場に甲子園球場のグラウンドキーパー
を招き，研修を行い，職員のスキルアップ向上に努めた。笠間市民球場利
用者からは，グラウンドコンディションでお褒めの言葉を多くいただいてい
る。アンケートでのご意見や要望は真摯に受け止め，積極的に改善に取り
組み，自主事業のバリエーションアップやテニスコート修繕，休憩所の拡大
などを行っている。常に顧客満足度を意識して運営している。

　課題
・施設の適正な管理及び整備
・自主事業の充実
・幅広い年齢層（特に子ども，女性）の利用促進

・市民球場整備は阪神園芸技術者（甲子園球場グラウンドキーパー）での研修
を3日間実施して職員のスキルアップに努めた。
・自主事業教室数を拡大（27年：18教室⇒28年：22教室）
・女性向け教室実施（ベリーダンス教室，ズンバ教室，土日テニス教室）
・こども向け教室拡大（おもしろ理科教室、水辺の安全教室、手作り遊園地）

・親子向けイベントの更なる充実
・土日テニス教室
・女性向け教室（ベリーダンス）

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

・女性向け運動教室（ベリーダンス，ズンバ，ヨガ）
・土日テニス教室

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

　平成28年度は，指定管理4年目となり，施設の管理運営全般的に，大きな問題もなくスムーズに行うことができた。特に，自主事業の
運動教室数を増やし，参加者数も1.25倍増となったことは大いに評価でき，施設全体の利用者数が目標値を2万人以上，利用料金
収入も目標値から約230万円増加，自主事業による収入も前年度比約50万円近く増収となるなど，安定した施設の管理運営の基礎と
なった。
　ジュニアテニス大会では，笠間市の特産品を賞品にして好評を得るなど，笠間市の農政・商工観光の発展に貢献したことも評価で
き，かさま陶芸の里ハーフマラソン大会にアスリート芸人を招き，大会を盛り上げた。引き続き笠間市のPRについても実施願いたい。
　今後も，スポーツ振興課と指定管理者が連携し，基本方針である、①安心・安全な施設運営，②公平・公正な運営，③地域コミュニ
ティー活性化とまちづくり，④地域と連携し貢献できる施設，⑤利用者サービス向上を実践し，市民のスポーツ実施率の向上につな
げていく。

利用者等による評価

【手法】

【時期】 第2四半期（7月）

【概要】 有酸素運動の運動教室を開催してほしい

【結果】 ズンバ教室を開催して好評をいただいた。

【手法】 要望

【時期】 第3四半期（9月）

【概要】 総合公園テニスコートの人工芝が摩耗している

【結果】 人工芝の部分補修を行った。

【手法】

【時期】 第4四半期（3月）

【概要】 総合公園のテニスコートに日よけが尐ない。1ヶ所ある日よけ屋根を増やしてほしい

【結果】 テニスコートに日よけ屋根を1ヶ所増設。

　好評を得た事項

・笠間市長杯での賞品（笠間特産品）
・おもしろ理科先生（ペットボトルは飛ぶ，スーパーボールを作ろう）
・ズンバ教室
・親子凧あげ教室
・総合公園テニスコート屋根増設　※テニスコート内に日陰がないのでありがたいとの声を多数いただいた。
・水辺の安全教室
・テニスコートの部分補修
・5月の休園日に駐車場を開設（職員1名出勤）して，鳳台院の石楠花まつりの臨時駐車場として対応したところ，笠間市観光協会，鳳
台院住職からお礼の言葉をいただいた。

　要望・苦情等 　対応策等

・総合公園テニスコートに日よけが尐ない
・市民球場はグランドの掘りおこしを長年してないので水はけが悪
い
・市民球場の老朽化している備品を交換してほしい
・土日に参加できる有酸素運動教室を増やしてほしい
・親子で参加できる運動教室を行ってほしい

・総合公園テニスコートに日よけテントを設置した。
・甲子園球場のグランドキーパーをしている阪神園芸技術者を招
き，スキルアップ向上のための講習を行った（3日間）。
・高校野球の日程に合わせてベース，担架を新規交換した。
・ズンバ教室を開催した。
・親子向け事業の実施した（佐藤直子プロの地域ふれあいテニス
教室，親子凧あげ教室，おもしろ理科教室）。

施設所管課の総評
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収支報告

参考資料

　施設概要

3,972,000

笠間市総合公園（多目的広場，市民球場，管理棟，芝生スポーツ広場，テニスコート，ピクニック広場），笠間市民体育館，笠間市武
道館，石井街区公園，笠間市岩間海洋センター（体育館，プール），笠間市総合運動公園

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告

事業収入 3,227,450 4,983,350 5,457,800 3,413,000

収支計画

利用料 5,335,561 5,911,913 6,191,695

その他収入 2,557 45,026 48,981 5,000

自販機設置料 864,000 792,000 792,000 876,000

収入計 73,692,568 75,993,289 76,709,476 72,485,000

指定管理料 64,263,000 64,261,000 64,219,000 64,219,000

消耗品費 933,643 1,092,275 1,159,148 1,201,000

雑費 0 0 0 0

人件費 19,546,568 19,752,398 20,622,711 20,188,000

燃料費 290,272 238,010 249,285 363,000

修繕費 4,130,465 4,218,893 4,083,043 4,063,000

保険料等 441,020 363,960 364,410 200,000

光熱水費 11,332,590 11,437,966 9,759,697 11,026,000

使用料・賃借料 649,704 1,025,023 1,145,415 1,200,000

通信運搬費 702,585 735,949 710,602 721,000

事務手数料 28,884 30,888 41,688 29,000

業務委託料 28,745,249 27,943,411 29,477,851 28,300,000

旅費 0 0 0 0

原材料費 157,248 184,636 145,152 144,000

事業経費 2,422,802 4,758,495 4,768,623 2,950,000

公課費 1,324,600 1,301,400 1,776,400 1,000,000

印刷製本費 0 172,825 101,090 200,000

その他経費 1,747,490 1,715,578 2,009,108 900,000

支出計 72,453,120 74,971,707 76,414,223 72,485,000

収支 1,239,448 1,021,582 295,253 0
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

施設工事に伴うキャンプ場の利用中止にも関わらず，利用者は年々増加している。
平成２９年４月よりバーベキュー場，オートキャンプ場をリニューアル・有料運営していく計画である。
老朽化した設備について，修繕・撤去を行い，安全な施設運営につとめた。

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 329,621 313,592

17,078,401 16,832,592

1,979,451 1,712,592

15,428,571 15,120,000

16,550,000 16,519,000 16,609,000 16,699,000 16,699,000 16,699,000

1,550,000 1,600,000 1,700,000 1,800,000 1,800,000 1,800,000

1,730,000 1,730,000 1,730,000 1,730,000

15,000,000 15,120,000 15,120,000 15,120,000 15,120,000 15,120,000

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

157,495 172,666

180,000 127,000 130,000 130,000 130,000 130,000

357 356 356 356 356 356

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

観光レクリエーション及びスポーツ活動，健康の維持増進に関すること

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

良質な自然環境の保全，地域住民の憩いの場，子供たちの遊びの空間機能に加え，使用者が公園を観光レクリエーション及びス
ポーツ活動，健康の維持増進に活用できるように管理運営を行うものとする

　指定管理者の業務内容

公園及び各施設の案内・受付事務及び維持管理に関すること

公園の利用促進に関すること

　指定期間

28 4 1 33 3 31 5

　指定管理者 　代表者 　所在地

笠間市造園建設業協同組合 稲葉　総 笠間市福原800-3

　施設の設置目的

市民が自然に親しみつつ、観光レクリエーション及びスポーツ活動を行うこと

北山公園 笠間市平町1416番地1

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

商工観光課

指定管理概要

　施設名称 　所在地
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

「自然公園の良さと整備された公園の融合」
　市民が親しみ，安全で安心に観光レクリエーション及び森林スポーツ活動を行える余暇施設とするため，公園管理運営士をはじめ
多くの専門技術者の知識と公園管理のノウハウを基に，ブロック分けを行い，指定管理者ならではの管理方法により自然の美しさと整
備された公園の美しさの融合を図り，北山公園らしい景観作りを求める。
　また平成２９年度よりバーベキュー場及びキャンプ場がリニューアルすることにより，利用者の声を把握し満足していただける施設管
理を併せて求める。

公園内の一部地盤改良を実施し，里地里山としての北山公園の
復元を目指す。

公園内の地盤改良を行い，苔の異常発生改善に努めた。

予算内で対応できない修繕・伐採箇所等は次年度優先的に対
応。

指定管理費用内では対応できない修繕箇所や伐採箇所がある
為，費用対効果を考慮し検討。

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・経年劣化による設備の修繕・対応が必要となる場合がある。
・既存の東屋周辺など利用者の多い場所の土が踏み固められ，コ
ケだけしか生えない状態となり，歩行者転倒の恐れもある。

市と指定管理者の連携を強化し，公園について共通認識を持ち，
修繕・改修箇所等に素早く対応する。

予算内で対応できない修繕・伐採箇所は次年度優先的に対応を
検討する。

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価
○売店運営
・公園利用者の休憩施設の提供
・利用者のニーズに答えた商品の充実
・鯉のエサ販売
・キャンプ・バーベキュー場利用者への炭の販売
○景観形成
・基本整備を随時施工し景観形成に努める。
・古代米をホタルの里作り実行委員会と協同で作る（ホタルの生態系保
全の為）。
・きめ細やかな草刈・枝払いによりいつもきれいな景観の状態を保つ。
○施設管理
・周辺道路も公園施設の一部と考え，園内草刈時に道路の草刈も施
工。
・老朽化した施設は事故の要因となるため，立ち入り禁止などの早急な
対応。
・新設した施設へのニーズを把握し，利用しやすい施設管理につとめ
る。

・公園内の点検・観察を行い，改善個所の把握及び対応に努めて
いる。
・利用者よりゴミの少ない公園との評価を受けており，今後も継続
して清掃を続けていく。
・ゲンジボタルの里づくり実行委員会と共同開催の「ホタル観賞
会」は好評で来場者も増加傾向にある。
・アンケート調査を継続して行い，利用者の声を受け止め、反映し
ていく。

　課題 　改善策等

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

75.0%

実績値 75.3%
利用者満足度指数

目標値 75.0% 75.0% 75.0% 75.0%

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

12



　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

（アンケートによる利用者の声）
・濡れているところ，日陰の遊歩道が滑って危険である。
・水辺の周りを綺麗にしてほしい。
・カフェやレストランがあればよい。

・雨上がり後の新池遊歩道の見回り・清掃を徹底する。また，「雨
天時転倒注意」などの看板の設置を検討する。日陰個所の樹木
を優先的に剪定する。
・水辺周辺畔の見回りを行い，崩壊個所があれば早急に修繕し，
景観を損ねる雑草の除去を徹底する。
・利用頻度から売店での軽食の販売は難しいと思われるが，利用
者の声を聞き，ニーズに合った売店を目指す。

施設所管課の総評

　笠間市造園建設業協同組合が持つ「専門的知識及び資格並びに経験」・「民間事業者」という２つの利点を最大限に活かし，景観
形成と快適に利用できる環境づくりに重きを置いた管理をされており，北山公園の「市民が親しみつつ，観光レクリエーション及び森
林スポーツ活動を行う余暇施設」という設置テーマに基づいた管理運営に努めている。
　また，利用者の声を管理に反映し，常に公園内の状態を把握し倒木や非常事態に迅速に対応することで，公園内の環境を利用し
やすい状態に維持管理している。

【結果】

　好評を得た事項

（アンケートによる利用者の声）
・休憩所のトイレがきれい。
・桜の花がきれいだった。
・景観がよく，ウォーキング等の運動も楽しめる。
・季節によって違う表情が見れて素晴らしい。

　要望・苦情等 　対応策等

【手法】

【時期】

【概要】

【時期】

【概要】

【結果】

【概要】 管理棟にアンケートボックスを設置し、利用者の意見を集める。

【結果】 年間で80件ほど回収

【手法】

利用者等による評価

【手法】

【時期】 通年
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収支 103,581 329,621 302,693 755,000

支出計 16,714,111 17,078,401 16,529,899 16,765,000

北山売店（商品仕入れ） 1,327,100 1,417,294 1,223,238 1,800,000

事業費（植物管理） 5,060,000 5,449,781 5,573,400 5,500,000

イベント経費 48,000 68,832 75,000 250,000

業務委託費 1,492,158 1,519,688 641,188 773,000

損害保険料 549,310 549,310 549,310 560,000

修繕費 311,915 276,450 251,242 200,000

通信運搬費 223,309 141,686 142,345 230,000

水道光熱費 1,307,107 1,242,878 1,657,627 1,270,000

印刷製本費 59,184 49,000 49,000 30,000

人件費 5,667,502 5,655,138 5,632,875 5,752,000

消耗品費 668,526 708,344 734,674 400,000

収入計 16,817,692 17,408,022 16,832,592 17,520,000

その他収入 1,817,692 1,979,451 1,712,592 2,400,000

収支計画

指定管理料 15,000,000 15,428,571 15,120,000 15,120,000

主な施設：管理棟（休憩施設），新池，白鳥瑚，キャンプ場，バーベキュー場，展望台，ローラーすべり台等からなる。

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告

参考資料

　施設概要
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平成 年 月 日 から 平成 29 年 月 日 まで （ 3 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 △ 1,617,149 △ 762,060 72,715 1,157,018

64,250,448 61,243,439 59,484,661 59,557,740

6,550,899 6,031,164 6,225,236 7,706,998

26,532,400 25,787,215 24,791,140 24,487,760

29,550,000 28,663,000 28,541,000 28,520,000

67,691,000 66,734,000 66,616,000 66,806,000

8,200,000 8,226,000 8,439,000 8,666,000

30,798,000 29,351,000 29,636,000 29,620,000

29,550,000 29,157,000 28,541,000 28,520,000

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

ポイント利用　※ 2,333 回数券と合算 回数券と合算
上記に含む

回数券　※ 12,000 10,829 11,618
幼児 1,916 1,272 1,182 1,364
障がい者 3,000 3,588 4,322 4,141
子ども 1,653 1,913 1,724 1,504
一般（休日） 20,688 23,924 22,613 22,402
一般（平日） 27,032 31,425 31,237 31,145

68,622 62,122 61,078 60,556

72,000 72,000 72,600 72,654

297 311 312 312

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

施設の利用料金の徴収及び経理

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

（1）お風呂を通じた「心」と「体」の健康づくりの場と機会を提供する。（2）地域の方が世代を超えて交流できる地域に密着した活気あふ
れる施設にする。（3）誰もが安心して利用できる安全で快適な施設づくりに努める。

　指定管理者の業務内容

温浴施設を含む建物の運営，施設及び敷地の維持管理

送迎バスの運行及び維持管理

　指定期間

26 4 1 3 31

　指定管理者 　代表者 　所在地

株式会社セイウン 黒川　晴予 埼玉県さいたま市桜区田島9丁目31-1

　施設の設置目的

住民の健康増進や地域の交流など住民の癒しの場として便宜を総合的に供与し，もって福祉の増進を図ること。

笠間市いこいの家「はなさか」 笠間市橋爪586番地4

営業開始時間を午前１０時から午前9時に1時間早めている。
休館日を毎週月曜日（祝日の場合は翌営業日），12月31日及び1月1日のみとする。
1月2日から4日までは営業時間を午前10時から午後5時30分までとする。

※の数は他項目に含まれている

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

社会福祉課

指定管理概要

　施設名称 　所在地
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

利用者の動向を踏まえ検討 集客の多い自主事業は継続実施し，少ない事業は見直しまたは
廃止とした。また，地元業者と相乗効果が見込めるような物販等の
契約をした。

自主事業の追加，変更の検討 新規自主事業の追加

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

利用者が減少傾向にあることの要因の把握。

自主事業，PR方法の検討

引き続き利用者の動向を踏まえながら検討する

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・自主事業として「ヨガ・オカリナ・切り絵」等の各教室の開催
・菖蒲湯やひのき湯等，変わり湯の実施
・クリスマス会やカラオケ発表会，ディズニーシーバスツアー等，月
毎に季節イベントの開催
・市マラソン大会会場やトレイルラン参加者へのチラシの配布
・施設進入口，駐車場にのぼり旗を設置
・イベントカレンダーを作成し配布（9月から）

　年間利用者数について，前年度から微減となり，年間利用者数
を達成できなかったが，決算においては黒字となった。自主事業
の取り組みやイベント事業は一定の効果はあったと考えられるが，
利用者を増やすための施設PRを強化する必要がある。

　課題 　改善策等

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値 62,122 61,078 60,556
年間延利用者数

目標値 72,000 72,600 72,654

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成26年度 平成27年度 平成28年度

・苦情・要望に対し，改善策を講じている点は一定の評価ができる。
・要望対応や自主事業の実施の成果か前年度より利用者の減り幅は少なくなったが，微減ではあるものの依然として減少傾向にあるの
で，さらなる運営努力により利用者の増へと繋げてもらいたい。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

施設所管課の総評

　好評を得た事項

　要望・苦情等 　対応策等

・繁茂期において，草木の伸長により景観が良くないとの声あり
・施設の場所が分かりづらい
・マッサージ機が少ない
・物販をより充実させてほしい
・催し物の予定表が欲しい
・ロッカー鍵のベルトの素材が不衛生
・農園利用者へ優遇が欲しい
・整体が欲しい

・応急対応及び植栽管理費の増額により対応
・のぼり旗を設置
・新規の健康器具２台設置
・山梨物産展を実施
・クラインガルデンと連携し生鮮品の直売を開始
・月間イベントカレンダーを作成，掲示，配布
・耐水素材のベルトに変更
・農園利用者への割引対応を検討
・定期的に整体出店開始

・接客が良い
・低料金でゆっくりお風呂に入れて満足。

【時期】

【概要】

【結果】

【概要】

【結果】

【手法】

【結果】 直接言いづらい内容についても聴取でき，業務の改善に役立てている。

【手法】

【時期】

利用者等による評価

【手法】 意見箱の設置

【時期】 通年

【概要】 窓口に意見箱及び用紙を設置し，随時要望・意見を受けられる状況する。

　要望や意見を収集し対応策を講じていること，中には好評をいただいているものもあることについては一定の評価ができる。
　景観について意見が出ているように，今後は施設内だけでなく敷地全体に気を配り，特に露天風呂からの景観についても配慮するこ
とを望むものである。
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支出計 61,243,439 59,484,661 59,557,740 66,806,000

収支 △ 762,060 72,715 1,157,018 0

一般管理費 604,814 1,191,148 1,821,443 1,543,000

自主事業経費 849,179 654,878 984,825 915,000

研修費

事業区分間繰入金支出

福利厚生費

諸会費 40,800 8,820 23,600 7,000

損害保険料 58,900 2,800 3,240 250,000

租税公課

保守料

手数料

広報費 166,860 80,352 148,886 162,000

業務委託費 5,032,692 4,910,220 4,916,160 6,480,000

修繕費 949,785 1,569,539 2,142,816 1,620,000

通信運搬費 166,646 212,173 238,271 140,000

車輌費 166,356 172,560 144,560 256,000

印刷製本費 84,240 0 11,710 108,000

消耗品費 3,180,292 3,505,944 3,627,589 4,536,000

賃借料 870,890 899,586 1,201,932 1,404,000

燃料費 15,536,042 11,839,539 10,314,128 14,245,000

器具什器費 86,636 19,019 0 161,000

商品仕入 1,670,083 2,355,254 2,752,704 3,098,000

光熱水費 19,039,243 18,848,172 17,156,410 15,148,000

非常勤給与

法定福利費

職員諸手当 544,220 493,883 456,617

職員賞与

収入計 60,481,379 59,557,376 60,714,758 66,806,000

職員給与 12,195,761 12,720,774 13,612,849 16,733,000

その他収入 960,734 790,816 877,018 900,000

自主事業収入 447,310 212,400 879,720 1,158,000

使用料 2,218,850 1,984,200 2,214,300 2,774,000

売店収入 2,404,270 3,237,820 3,735,960 3,834,000

指定管理料 28,663,000 28,541,000 28,520,000 28,520,000

利用料 25,787,215 24,791,140 24,487,760 29,620,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告 収支計画

参考資料

　施設概要

敷地面積　　 11,324㎡
延床面積　　　1,373㎡
施　　  設　　大浴場143㎡×2，大広間97㎡，休憩室17㎡×4，多目的室42㎡×2　など

　事業収支詳細  （単位：円）
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

996,355873,715

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

455,115

36,020,651

3,178,178

38,202,474

239,841

32,100,000

1,900,000

34,000,000

31,650,000

1,850,000

33,500,000

2,782,772

39,286,851

38,724,960

2,872,481

40,723,726

1,800,000

33,000,000

173,262

33,376,495

1,201,706

34,123,086

36,743,92033,488,460

2,442,163

35,757,361

施設所管課

10,35411,70011,439

11,30011,00010,700

指定管理概要

平成24年度平成23年度

指定期間

365

　指定管理者 　代表者

笠間市笠間1357番地1会長　　本間　敬

平成28年度

10,1009,600

365366365366

平成27年度平成26年度

365

2,781

10,400

2,618

600,000

32,500,000

指定期間

31,200,000

104

2.施設の施設及び設備の維持管理に関する業務

14460
398

2,766

337
2,454

平成25年度

29 3 31 5

地域活性化や観光産業の発展はもとより地域住民に対するサービスの効果及び効率を向上させ，地域福祉の一層の推進を図ること
を基本方針とする。

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

　所在地

　所在地

　指定期間

一般社団法人　笠間観光協会

　施設名称

　施設の設置目的

　指定管理者の業務内容

　施設稼動状況

収支 505,370

31,680,525

813,825

1.施設の使用の許可に関する業務

31,415,000

　指定管理者の収支状況

平成23年度

1,750,000

32,500,000

30,750,000

平成26年度 平成27年度

817,765

平成24年度 平成25年度

137

平成28年度

32,232,765

31,900,000

31,372,070

1,977
483
2,351

220

12人棟
2,162
2,934

2,937 3,104
2,9132,682

2,7442,737
2,227

ミーティングルーム
バーベキュー施設

57
333
2,098

2,787

200
1,747

2,139 2,503

日帰りプラン

商工観光課

あたご天狗の森スカイロッジ

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）

笠間市上郷2775番地7

地域住民及び観光レクリエーションの振興に資すること。

24 4 1

3.このほか，施設の運営に関する事務のうち，市長の権限に属する事務を除く業務

　　

4人棟

指定管理者の管理運営状況

10,72610,162

2,925
6人棟

2,7762,391
9,698

2,853

収支計画について，平成24年度は平成24年度事業計画，平成25年度～28年度は指定管理者申請時の5ヶ年計画を採用した。
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

　改善策等 　取組状況（反映状況）

前年度の改善策等の取組状況

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

　課題

お得な鍋プランの創出

新たな宿泊プランで前年比を上回った月もあったが，前半の利用
者数が，昨年比で大幅に落ち込んでいたため，最終的に利用
者，利用料共に減となった。
客足は天候に大きく左右されると思うが，宿泊事業での伸び悩み
について，原因を十分に分析する必要がある。

組織体制の強化
計画的な修繕計画の策定

施設の利用者数

施設の売上

　目的の達成度を測るための指標

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

11,000

11,700

33,500,000

40,723,726

11,300

10,354

34,000,000

38,202,474

11,439

33,000,000

39,526,692

10,400

10,726

32,500,000

35,930,623

10,100

10,162

32,500,000

34,578,201

指定管理者の事業実績・評価

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

10,700

実績値

前期では天候の影響で利用者が伸び悩んだが，後期では，新た
な宿泊プランを創設し，積極的な広報活動を実施したことで，対
前年比を上回る月もあった。

目標値

・新規プランを企画し，利用者へのPRを図った。
・1年間のプランを掲載したチラシの作成。

・施設の老朽化部分の随時修繕（宿泊棟の屋根の大規模改修）
・計画的な修繕計画の策定

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

平日の稼働率アップにつながる新規プラン等の企画 先行予約に対しての特典サービスによるインセンティブプランの
創出

・宿泊棟（4人棟・6人棟）の屋根修繕塗装
・管理棟の空調機の交換
・受水槽の塗装，管理棟手摺りの交換修理

運営体制がやや脆弱であるため体制強化と，利用率向上のためのPR等の強化を指示する。
また，施設管理面においても，老朽化している施設設備などの早期な修繕やイノシシ対策などを施し，サービス維持・向上のために
努めるよう指示する。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

【概要】

施設所管課の総評

　要望・苦情等 　対応策等

　好評を得た事項

【手法】

利用者等による評価

【手法】

【時期】

【時期】

【結果】

【概要】

539件回収　　　利用者の地域：笠間市23％、水戸市17％、石岡市7％、東京都・千葉県7％、＜県内68％、県外32％＞

宿泊等にアンケート用紙を備え付け随時回収。

通年

【結果】

設備の維持管理及び運営は，概ね適正に行われている。
施設の維持管理については，宿泊棟をより良質な環境に保つことにより、利用者の満足度の向上に努めてもらいたい。
また，この施設を拠点とした地域の活性化を図り、観光産業の発展に努めてもらいたい。

・清掃状況やスタッフ対応については，好評を得ている。
・備え付けの設備が旧式の物が多いため，設備の充実についての改善要望が少々ある。

【概要】

【結果】

【手法】

【時期】

・設備に対する要望
　設置してほしいもの
　　（扇風機，加湿器，コーヒーメーカー，食器類など）
　直してほしいもの
　　（水道の蛇口，シャワーヘッド，ドライヤーなど）

設備の更新については，老朽化しているものを優先し，計画的に
更新を進める。
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管理棟【木造286.03㎡】，12人棟（2棟）【木造71.28㎡】，6人棟（4棟）【木造60.40㎡】，
4人棟（4棟）【木造47.45㎡】，バーベキュー広場（8基）

報償費

会議費

利用料

光熱水費

7,500

手数料

80,00090,000

4,800

85,000

6,000

4,128,667 3,823,873

264,337

0

0

40,640,000

43,201,000

14,150,000

2,400,000

500,000

4,000,000

50,000

諸収入 2,439,006 2,632,640 2,304,463 2,561,000

実績報告 収支報告

平成28年度平成27年度

収入計 39,526,692 41,597,441 39,198,829

13,448,630

消耗品費 2,198,646 1,860,446 1,607,144

人件費 13,488,08812,964,166

383,481

雑費

修繕費 897,766756,224

3,023,660

1,650,000

通信運搬費 343,724 320,566 327,447 380,000

燃料費 1,597,489 1,556,338 1,470,482

110,000

業務委託費 6,476,703 6,786,382 6,727,916 6,600,000

保険料等 103,460 99,590 99,300

原材料費 4,045,540 3,996,142 3,557,875 4,400,000

使用料

公課費 923,800 2,107,520 1,627,000 2,300,000

販売手数料 7,200 12,000

10,000

印刷製本費 724,788 414,607 646,086 500,000

旅費 0 0 2,280

予備費

事業経費

60,000

福利厚生費 477,371 470,656 357,057 500,000

退職給付金 60,000 60,000 50,000

700,000

広告費 0 0 60,240 50,000

売店仕入費 617,392 613,723

30,000

賃借料 264,337 264,337 261,000

16,49226,744

負担金 24,000 46,000 12,000

624,275

13,764

0

繰出金 3,450,000 3,800,000 3,800,000 4,000,000

996,355

0

支出計 39,286,851 40,723,726 38,202,474 42,651,000

諸会費 9,000 3,000

 （単位：円）

550,000収支 239,841 873,715

0繰越金

参考資料

　施設概要

38,724,960

239,841

36,020,651

　事業収支詳細

36,743,920

343,766

平成26年度

実績報告 収支計画

873,715
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

825,424△ 12,474

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

83,242

10,183,000

341,329

98,639

9,797,544

66,889

10,183,000

370,000

111,000

11,576,000

10,183,000

365,000

1,006,000

11,554,000

10,183,000

326,160

1,079,815

11,522,086

10,183,000

312,529

709,488

11,217,491

10,183,000

446,000

1,418,000

12,047,000

△ 58,746

9,900,000

356,190

2,300,000

12,472,948

9,900,000

329,871

1,109,570

11,398,187

施設所管課

17,67618,32615,372

18,80015,580

平成24年度

指定期間

365

　指定管理者 　代表者

笠間市笠間1357番地1

　指定期間

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

指定管理者の能力を活用しつつ，地域住民に対するサービスの効果及ぶ効率を向上させ，地域福祉の一層の増進を図るものとする。

11,712

365366365

平成25年度 平成28年度平成27年度平成26年度

365

160
14,216
14,646

指定期間

平成26年度 平成27年度 平成28年度平成24年度 平成25年度

2,000,000

12,001,000

本間　敬一般社団法人笠間観光協会

24 4 1

　施設名称

指定管理者の管理運営状況

29 3 31 5

1.施設の使用の許可に関する業務

　所在地

地域住民の森林レクリエーションの振興に資すること。

笠間市泉99番地15

　施設の設置目的

　指定管理者の業務内容

　施設稼動状況

収支

　指定管理者の収支状況

9,900,0009,900,000

250,000

1,701,000

11,851,000

110,000

0270
600 800
284

1,000
フレンドリーパーク野外ステージ

0

商工観光課

フレンドリーパーク野外ステージ

あたご天狗の森野外ステージ外

あたごフォレストハウス

笠間市下郷4445番地1

笠間市泉99番地23

指定管理概要

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）

　属する事務を除く業務

4.このほか，施設の運営に関する事務のうち，笠間市の権限に

3.施設の使用料の徴収に関する業務

2.施設及び設備の維持管理に関する業務

16,67611,712 14,488

　所在地

あたご天狗の森野外ステージ

あたごフォレストハウス

0

17,526

0
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

　改善策等 　取組状況（反映状況）

前年度の改善策等の取組状況

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

　課題 　改善策等

緊急性の高いものから順次修繕を対応していく

園地全体を管理する中で，不十分な箇所が出てしまった。維持管
理について指針や手法について見直しする必要がある。また，施
設の老朽化により修繕が必要な箇所が多くなることが予想される。

老朽化の進んでいる遊具の修繕

延利用者数

　目的の達成度を測るための指標

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

15,580

18,326

18,800

17,67615,372

10,000

14,646

10,000

11,712

指定管理者の事業実績・評価

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

10,000

目標値

定期的な施設等の巡回・清掃等

実績値

定期的な巡回・清掃等を行っていったが，不十分な箇所もあり今
後の管理を検討していく必要がある。また，簡易な施設の修繕に
ついては可能な限り自前で行うことで経費の削減に努めた。

フォレストハウス等の防水塗装

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

施設所管課の評価及び方向性の提示

フォレストハウス・トイレの防水塗装工事完了

修繕工事の随時発注コンビネーション遊具の修繕

・倒木・不法投棄等の利用者からの連絡に対応できていた。
・園地内の清掃について一部不十分な箇所があったので，計画的に実施することで効率よく対応し，施設等の保全に努めてもらいた
い。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

来訪者の住所・フォレストハウスの印象　など

【概要】

施設所管課の総評

　要望・苦情等 　対応策等

　好評を得た事項

【手法】

利用者等による評価

【手法】

【時期】

【時期】

【結果】

【概要】

アンケート件数63件　市内17％、県内64％、県外10％、とても良い46％、良い30％、普通16％、あまり良くない1％、悪い0％

【結果】

　フォレストハウスや愛宕屋，屋外トイレ，遊具等の施設管理については，適正な管理・運営に努めていた。ただし，園庭や側溝など園
地内の一部で清掃管理が不十分な箇所が目立ったため，定期的な見回りや清掃計画を充実させ、良好な維持管理に努めてもらい
たい。
　また、森林レクレーション活動を充実させる意味でも，独自事業を展開し，より多くの世代の方に公園に来ていただけるよう新規事業
を企画し，観光振興の発展に寄与してもらいたい。

通年

山道のロープや足場がよく整備されており，歩きやすい。

【概要】

【結果】

【手法】

【時期】

親子参加イベントや子供向けプラン，モノ作り体験などを企画して
ほしい。

夏休みの特別企画などとして，実施に向けて検討する。
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参考資料

平成26年度

実績報告 収支計画収支報告

あたごフォレストハウス休憩所【木造36.7㎡】売店【木造20.7㎡】　ローラー滑り台【鉄骨１基100ｍ】　コンビネーション遊具【鉄骨・木造１
基　】愛宕山大駐車場トイレ【木造36㎡】
あたご野外ステージ【面積2,130㎡】　さわやかトイレ（二の鳥居）【木造３棟50.6㎡】
フレンドリーパーク野外ステージ【面積4,000㎡】

　事業収支詳細  （単位：円）

　施設概要

10,183,000指定管理料

雑収益

光熱水費

繰越金

臨時雇賃金

10,183,000

105,319

2,170,114

60,000

2,156,954

974,496

720,000

10,183,000

98,279

2,252,118

60,000

2,074,213

611,209

60,000

390,000

2,200,000

312,529 341,329 370,000

実績報告

10,183,000

11,564,000

2,300,000

0

収入計 11,588,975 11,205,017 10,622,968

943,033賃金

60,000 516,780

25,000

福利厚生費 329,295 341,121 152,164

退職給付費用

1,792,332

64,000

修繕費 188,892 310,391 197,202 300,000

通信運搬費 65,413 66,119 65,066

5,650,000

保険料 89,540 90,130 89,880 95,000

業務委託費 5,532,166 5,598,000 5,661,540

5,000

燃料費 21,397 16,832 9,835 30,000

手数料 3,888 3,456

3,672 0

4,212

250,000消耗品費 88,557 123,739 66,512

0 0

20,000

租税公課 82,000 217,700 262,000 200,000

印刷製本費 9,720

0

減価償却費 11,988 12,000

報償費 4,150

△ 12,474 825,424

支出計 11,522,086 11,217,491 9,797,544 11,576,000

施設利用料 326,160

△ 12,000収支 66,889

0 900,000

98,639 111,000

平成27年度 平成28年度
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

収入 販売高

雑収入

支出 管理運営経費

収入 利用料

使用料

雑収入

支出 管理運営経費

収入 販売高

雑収入

支出 管理運営経費

収入 利用料

使用料

雑収入

支出 管理運営経費

笠間クラインガルテン（農園施設及びクラブハウス並びにそれらに付随する施設） 笠間市本戸4258番地

笠間クラインガルテン（農産物販売所及びそば処）

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

農政課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

　指定管理者 　代表者 　所在地

一般財団法人　笠間市農業公社 理事長　山口伸樹 笠間市中央三丁目2番1号

　指定期間

28 4 1 33 3 31 5

　施設の設置目的

地域住民と観光農業の振興及び市民と都市住民の交流を図ること。

農業施設及びクラブハウス等の管理運営

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

体験農園の受け入れ業務

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

地域の食材の供給や，それらを活かした料理を提供する。
都市住民を広く受け入れ，地域住民との交流を促進させる拠点としての役割を担うとともに地域農業の振興に努める。

　指定管理者の業務内容

312 307

37,500

35,605 37,195

37,500

農産物直売所の運営

そば処の運営

12,310

農産物直売所 22,420 22,409
バーベキュー場 361

1,492 2,020

　指定管理者の収支状況

宿泊施設付市民農園（50） 50 50
日帰り型市民農園(50) 42 45

そば処 13,185

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

体験農業者

計画

23,260,000 28,088,000

1,050,000 970,000

21,560,000 27,977,000

110,000 101,000

21,665,000 21,725,000

10,000 1,000

20,370,000 22,675,000

実績

19,716,017 19,839,183

24,409,094 23,359,838

143,639 105,736

21,935,985 21,617,280

997,536 335,088

16,107,639 15,956,800

47,599 33,007

収支 2,324,043 2,613,656 0 0 0 0

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項
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参考資料

　施設概要

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

農産物直売所の来店者数
目標値 25,330

実績値 22,409

そば処の来店者数
目標値 15,260

実績値 12,310

農園施設利用者数（人）
目標値 100

実績値 95

・宿泊施設付き市民農園　【50区画】　　　　・農産物加工施設
・日帰り市民農園　【50区画】            　　  ・炭焼き施設
・クラブハウス　【木造平屋 272㎡】　　　　・その他付随する施設
・産地形成促進施設（農産物販売所）　【木造平屋 120㎡，売場面積60㎡】
・地域食材供給施設（そば処）　　　　　【木造平屋 150㎡，客席数60席】

　事業収支詳細  （単位：円）

体験農業者数（人）
目標値 1,600

実績値 2,020

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告 収支計画

販売高 19,883,353 19,716,017 19,839,183 28,088,000

雑収入 91,375 143,639 105,736 101,000

農園利用料 20,316,800 21,001,050 21,042,940 21,085,000

施設利用料 595,200 934,935 574,340 640,000

水光熱使用料 911,172 997,536 335,088 970,000

雑収入 18,088 47,599 33,007 1,000

収入計 41,815,988 42,840,776 41,930,294 50,885,000

販売原価 7,024,234 6,721,563 6,442,507 9,000,000

人件費
13,249,422

19,400,00016,920,639

1,203,749

3,845,212 3,375,013

3,000,000

共済費 1,800,000

業務費 485,166 515,805 1,612,413

12,557,115

1,140,000

車両費

租税公課 4,000 4,000

126,274 103,656 530,715 1,070,000

器具等償却費

車両等償却費 9,020 0

器具等償却費 54,164 67,585

505,170 469,641

共通管理費 0 0

農園管理費 143,800 122,510 195,902 500,000

研修費 505,170 469,641 0 400,000

労務管理費 240,000 360,000

施設消耗品費 286,233 178,141 566,666 200,000

施設修繕費 663,166 675,249 1,453,449

施設修繕費 663,166 675,249

施設管理費 5,892,686 6,400,003 7,620,263 9,412,000

350,00045,641372,050373,756雑費

54,164 67,585 238,032

事業イベント費 735,993 748,561

業務研修費

車両費 119,929 84,906

雑費 53,503 40,656

共通管理費 0 0

租税公課 0 0

器具等償却費 2,834 2,761

233,000

設備等償却費 0 0

支出計 35,345,918 32,187,186 39,316,638

収支 6,470,070 10,653,590 2,613,656

50,652,000

施設費

事業イベント費 735,993 748,561 1,417,145 2,930,000

業務研修費 505,170 469,641 829,517 1,090,000
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

収入 利用料

使用料

雑収入

支出 管理運営経費

収入 利用料

使用料

雑収入

支出 管理運営経費

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

農政課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

　施設の設置目的

地域住民と観光農業の振興及び市民と都市住民の交流を図ること。

笠間クラインガルテン（農園施設及びクラブハウス並びにそれらに付随する施設） 笠間市本戸4258番地

　指定期間

28 4 1 33 3 31 5

　指定管理者 　代表者 　所在地

一般財団法人　笠間市農業公社 理事長　山口伸樹 笠間市中央三丁目2番1号

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

　都市住民を広く受け入れ，地域住民との交流を促進させる拠点としての役割を担うとともに地域農業の振興に努める。

　指定管理者の業務内容

・農業施設及びクラブハウス等の管理運営

・体験農園の受け入れ業務

312 307

　施設稼動状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

1,584 2,115

100 100

日帰り型市民農園(50) 42 45
宿泊施設付市民農園（50） 50 50

体験農業者 1,492 2,020

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

1,050,000 970,000

21,665,000 21,725,000

21,935,985 21,617,280

20,370,000 22,675,000

10,000 1,000

47,599 33,007

997,536 335,088

6,873,481 6,028,575

16,107,639 15,956,800

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

計画

実績

収支
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

実績値 95
利用者数（人）

目標値 100

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・広報活動
チラシ，パンフレットの配架や新聞広告等で利用者募集を行っ
た。また、ホームページやフェイスブックなどのSNSを活用し，情報
発信に努めた。
・ゲストハウスの活用
都内の大学の合宿や，笠間で行われる農業体験などの体験者が
ゲストハウスへ宿泊した。
・各種イベントの開催
・エアコンの更新やその他細かいものに関しては随時修繕を行っ
た。
・雨漏り工事や屋根の塗り替えなどは農政課で実施して頂いた。
・陶芸体験や文化財巡りなど新たな企画を行った。

・今まで積極的に広報を行ってこなかったのか，新規利用者募集
に関しての職員の意識が低い。SNS等を活用できるようスキルアッ
プを図るとともに，ホームページ（特に申込につながる部分）を見
やすくリニューアルしていきたい。同時に，首都圏への営業もかけ
ていきたい。
・ゲストハウスの活用により，新たな交流が広がる側面もあるので
今後も利用増加へ向けて働きかけをしていきたい。
・例年行われているイベントに地域住民の方々をもっと巻き込んで
いけるよう，企画していきたい。

　課題 　改善策等

実績値 2,020
体験農業者数（人）

目標値 1,600

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・農園新規利用者の確保
・設備・備品の老朽化
・企画のマンネリ化

首都圏へのPR強化

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

1.実績について・・・　体験農業者は昨年縮小していたイチゴ狩りを復活したことで大きく回復した。農園については日帰り型市民農園
が全区画埋まらなかった（5年連続）。　また，収入に対して支出額が抑え気味になっている。
2.28年度の取り組み内容について・・・　ゲストハウスの活用は新たな着目点として良いと思われる。
3.課題分析の妥当性・・・　課題点のうち，施設の老朽化は今後もなくならないものである。施設環境の維持については，日々の点検
を怠らず，指定管理者で直せる範囲は最大限に修繕対応する積極性が求められる。
4.改善の考え方（どうしたら目標達成できるか）・・・　利用希望者数の増加のためには，PRの手法の工夫と，行動範囲については改善
の余地があると思うので努力してほしい。市でも施設をPRする機会はあるが，事務所主体の動きが不足しているので頑張ってほしい。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

【概要】 市民農園利用者との意見交換会を開催。

【結果】 修繕や設備導入（Wi-Fi）の参考になったり，ごみの処理（植物残渣のたい肥化）など，新たな取り組みにつながったりした。

【手法】

【手法】

【時期】 年4回

【手法】

【時期】

【概要】

【時期】

【概要】

【結果】

1.情報発信の強化
2.通信環境の改善
3.ごみの持ち帰りに苦労している
4.園内通路の安全確保

1.フェイスブックページの開設
2.無料Wi－Fiの設置 クラブハウス・そば処周辺で利用可
3.直売所にて1㎏あたり80円の協力金にて回収可とした。野菜くず
は日帰り農園に穴を掘り，たい肥化する。
4.カーブミラーの設置要望提出（ 園内　市道との交差点に設置）

施設所管課の総評

【結果】

　好評を得た事項

・栽培講習会（週1回）
・陶芸体験や笠間の文化財巡りなど，農園以外の楽しみを見つけるようなイベント
・ふれあい田んぼ教室（春・秋）

　要望・苦情等 　対応策等

　新しく指定管理を開始して1年目を終えて，農園・施設の運営については引き続きの職員もいることから基本的な運営について滞り
なく実施された。
　管理初年度としては，そば処と直売所の赤字経営解消に奮闘し，農園施設については従来どおり運営されるという印象を受けた。
　ただ，利用者の意見を取り入れる姿勢から，利用者との意見交換の場を設け，そこで挙がった要望にできるだけ対応したり，農業公
社の繋がりから新たに施設活用の機会を創出できたことは，新しい指定管理者になって良かった点である。
　農園施設の運営については，特に，施設PR不足と地元地域とのつながり，農園施設予算については検討課題と思われる。
　まず第1のPRについて，クラインガルテンは市民農園を行う場所である以上，利用者の100％確保が最優先事項である。28年度は，
宿泊施設付き農園の次年度利用者が年度内に全50区画埋まらなかった。利用者確保に向けた施設のＰＲ不足感があるので，真剣に
取り組んでほしい。年々応募者倍率が低下しているなか，これまで通りの手法やネットでの呼びかけだけでは，施設としていくら面接
をしても納得のいく利用者は集まってこない。施設理念に沿うような利用者を毎年面接するのであれば，事業者も真剣にPRを尽くして
ほしい。そして，PRすると同時に，首都圏近隣の農園や，クラインガルテンの中から選ばれるのだけの「質」の維持にも努めてもらいた
い。
　第2に地元地域との繋がりについては，課題認識の中で，地域との交流について意識が若干薄いように思われる。ガルテンの理念
である都市農村交流を実現できる機会づくりに努めてほしい。市民農園にクラブハウスがあり，事務所で職員が常駐する理由は，都
市農村交流の実現のためにほかならない。今後の運営の中で地域と関わる姿勢を忘れず，イベントなどを企画してほしい。そして特
に事務所職員については，地元コンテンツを常に開発することが求められる。今ある地元の繋がりはこれまでの事業のなかで築いた
ものであって，それだけに甘んじていては新たな地域の広がりは望めない。地元のプロになる気持ちで地元へのアンテナを高くして
行動してほしい。
　第3に，農園施設予算については，農園施設の収入が約400万円残り，そば処と直売所の赤字補填に結果としてあてられており，農
園施設の管理運営が不十分にならないかが懸念される。本来，当施設の収益を得る部分は直売所とそば処であり，市民農園で得た
収入は農園施設環境の整備と交流活動目的に充てるべきものである。クラインガルテンに来て過ごす時間を価値あるものにできるよ
う，利用料を農園施設の充実に充てられるように，すぐは厳しいと思われるが，そば処と直売所の赤字補填を解消できるよう全体運営
に注力してほしい。また，修繕については指定管理者だけでは解決しきれない部分については市と連携して取り組んでほしい。
　今後5年間を通して，農業公社が運営して良くなった，変わったと地元住民が納得するような施設づくりを目指してほしい。
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参考資料

　施設概要

農園利用料 20,316,800 21,001,050 21,042,940 21,085,000

収支計画

・宿泊施設付き市民農園　【50区画】　　　　・農産物加工施設
・日帰り市民農園　【50区画】            　　  ・炭焼き施設
・クラブハウス　【木造平屋 272㎡】　　　　・その他付随する施設

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告

施設利用料 595,200 934,935 574,340 640,000

水光熱使用料 911,172 997,536 335,088 970,000

雑収入 18,088 47,599 33,007 1,000

収入計 21,841,260 22,981,120 21,985,375 22,696,000

人件費 8,000,000

事業イベント費 735,993 748,561 1,417,145 2,930,000

共済費
8,655,192 7,385,211

500,000718,550

5,713,609

業務研修費 505,170 469,641 829,517 1,090,000

農園管理費 143,800 122,510 195,902 500,000

施設消耗品費 286,233 178,141 566,666 200,000

施設修繕費 663,166 675,249 1,235,713 2,000,000

施設管理費 5,892,686 6,400,003 4,463,342 6,012,000

車両費 119,929 84,906 530,715 1,070,000

-

（器具等償却費） 2,834 2,761 -

雑費 53,503 40,656 45,641 13,000

（共通管理費） 0 0 -

（設備等償却費） 0 0 -

労務管理費 240,000 360,000

収支 4,782,754 6,873,481 6,028,575 21,000

支出計 17,058,506 16,107,639 15,956,800 22,675,000

（租税公課） 0 0
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

収入 販売高

雑収入

支出 管理運営経費

収入 販売高

雑収入

支出 管理運営経費

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

農政課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

　施設の設置目的

地域住民と観光農業の振興及び市民と都市住民の交流を図ること。

笠間クラインガルテン（農産物販売所） 笠間市本戸4258番地

　指定期間

28 4 1 33 3 31 5

　指定管理者 　代表者 　所在地

一般財団法人　笠間市農業公社 理事長　山口伸樹 笠間市中央三丁目2番1号

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

地域の食材の供給

　指定管理者の業務内容

農産物直売所の運営

312 307

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

22,420 22,770

23,400 25,330

バーベキュー場 361
農産物直売所 22,420 22,409

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

計画

10,260,000 12,088,000

9,780,000 12,057,000

100,000 100,000

実績

7,554,872 7,204,332

10,511,423 9,640,261

143,639 105,736

0

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収入7,310,068円－支出9,640,261円＝△2,330,193円 （H27年度△2,812,912円）

収支 △ 2,812,912 △ 2,330,193 0 0 0
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

実績値 22,770
農産物直売所の来店者数

目標値 25,330

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・毎月，季節に合わせたイベントを開催し，集客に努めた。また，
市内外で行われた販売イベントにも出店した。
・市内他施設へのミニ直売所コーナーの設置や食材卸など，クラ
インガルテンの外にも販売チャネルを作ることで売り上げの増加を
図った。（H29.1.11～ 笠間市いこいの家はなさかにてミニ直売所
コーナーの設置　H29.2.１～ 地域交流センターともべにてカフェ
への食材卸販売）
・バーべキュー施設を活用し，売上増加につなげた。
・日用品や「かさまの粋」商品の取り扱いを行い，品揃えの充実を
図った。

・イベントは集客につながったものとそうでないものがあるので，PR
方法や企画などを見直し，次年度につなげたい。
・ミニ直売所コーナーは売り先へ運ぶ大変さはあるものの，農産物
の販売増加につながった。
・バーベキューは子供会や家族連れなど，新たな客層の来客増
加にもつながった。

　課題 　改善策等

実績値

目標値

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・売上の伸び悩み
・品揃えの悪さ
・店舗責任者　不在

・外部販売（食材卸，ミニ直売所コーナーの設置）
・仕入れ商品を増やす
・JA直売所とも連携し，野菜の品揃えを増やす

・バーベキュー需要のさらなる掘り起こし
・カフェコーナーの設置

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

1.実績（直売所の来店者数）について・・・　来店者数は設定目標値には到達しなかった。来店者数は前年度から約2,000人減少して
いる。それに伴って販売高（新規指標）も伸びなかった。
2.28年度の取り組み内容について・・・　季節のイベントを毎月実施という事業計画のもと，開始当初は毎回工夫を凝らしたイベントが
実施されたが，イベントスタッフを要する内容が多い中，同クオリティのイベントの実施が難しく，年度終わりにはイベントの存在感がな
く，尻すぼみになってしまった感がぬぐえない。また，外部販売の展開や，BBQ施設重点活用は，新たな利益改善として期待できる。
3.課題分析の妥当性・・・　運営を1年実施して，従来からの課題点を概ね把握できている。ただし，外部販売においては，施設の紹
介や誘導も取り組んでほしい。（最終目標が利用者の増加であることから）
4.改善の考え方（どうしたら目標達成できるか）・・・まず，外部販売で利益を上げて体力をつけながら，最終的に直売所の場所に目的
（買いたいもの，来たい場所）をもつ来客の増加を目指すべきと思われる。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

【概要】 市民農園利用者との意見交換会を開催。

【結果】 日用品の品揃えの増加や，ごみの受け入れなど新たな取り組みにつながった。

【手法】

利用者等による評価

【手法】

【時期】 年4回ほど

【手法】

【時期】

【概要】

【時期】

【概要】

【結果】

（要望）
・農産物だけでなく，日用品も取りそろえてほしい
（苦情）
・品揃えが少ない
・接客対応が悪い
・陳列にこだわりがない

・仕入れ業者を増やし，取り扱い品目を増やした。
・研修会を行った。また，先進地研修（道の駅さかい，こが）を行
い，陳列や接客を学んだ。

施設所管課の総評

【結果】

　好評を得た事項

・バーベキューの見直し（手ぶらで楽ちんセットの導入など）
・ミニ直売所コーナーの設置
・七夕祭り，新米祭り等のイベント
・ソフトクリームのアレンジメニュー（いちごサンデーなど）

　要望・苦情等 　対応策等

　直売所については，管理運営費の検討と外部販売・BBQ活用の効果により，収支赤字額が前年度よりも約50万円解消となった。こ
れは，経営改善のため初期投資する一方でのコスト削減努力によるものと伺えるが，商品の販売額については前年度よりさらに約30
万円落ち込んでいることから，「物が売れない」深刻な現状が続いていることがわかる。当直売所の収入はピーク時で約2,000万円あ
り，その4割弱に落ち込んでいる現在，地域食材施設としての提供の役割は十分に果たせていない。
　この従来からの課題に対し，農業公社は新たな指定管理者として，新鮮な目線での問題把握と，解消アイデアの試みが多く提案・
実行された。また，市が提案していたアイデア等についても検討・実施するなど「実際に動く姿勢」が感じられた。
　ただ，実際に動いている姿勢は，地元や市内の人に伝わっていないようなので，来年度以降は動きを外に向けてアピールする，PR
強化と手法を改善すべきと思われる。
　また，従業員について，現場経験を買って従来からの人を継続雇用したが，これまでの業務スタイルからの脱却がなかなか進まず，
変化への適応が難しい様子がみられた。現場の一番近くで来客や地元農業者と接し，ニーズを把握できる機会を逃してしまうのは惜
しいことなので，研修や指導を通して店舗従業員の意識改善を図り，現場が主体で動く店舗経営を実現してほしい。
　今後，試行した事業の検討改善を図りながら，行きたくなる，買いたいものがある店作りを進め，健全経営となることを期待したい。
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参考資料

　施設概要

収支計画

販売高 7,314,523 7,554,872 7,204,332 12,088,000

・産地形成促進施設（農産物販売所）　【木造平屋 120㎡，売場面積60㎡】

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告

収入計 7,401,921 7,698,511 7,310,068 12,188,000

18,798

雑収入 87,398 143,639 105,736 100,000

人件費 4,400,000

業務費 315,089 437,258 1,147,632 570,000

販売原価 3,668,614 3,330,491 2,745,248 4,500,000

共済費
4,549,848 5,176,244

300,000

4,317,884

修繕費 1,504,751 1,181,106 158,220 500,000

施設管理費 237,932 278,047 1,014,447 1,400,000

研修費 0 200,000

器具等償却費 14,166 32,953 238,032 -

雑費 14,166 32,953 0 187,000

共通管理費 0 0 -

車両費 89,272 72,524 -

租税公課 2,800 2,800 -

収支 △ 2,994,717 △ 2,845,865 △ 2,330,193 131,000

支出計 10,396,638 10,544,376 9,640,261 12,057,000
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

収入 販売高

雑収入

支出 管理運営経費

収入 販売高

雑収入

支出 管理運営経費

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

農政課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

　施設の設置目的

地域住民と観光農業の振興及び市民と都市住民の交流を図ること。

笠間クラインガルテン（そば処） 笠間市本戸4258番地

　指定期間

28 4 1 33 3 31 5

　指定管理者 　代表者 　所在地

一般財団法人　笠間市農業公社 理事長　山口伸樹 笠間市中央三丁目2番1号

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

地域の食材を活かした料理を提供する。

　指定管理者の業務内容

そば処の運営

312 307

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

13,185 11,846

14,000 15,260

そば処 13,185 11,846

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

10,000 1,000

13,000,000 16,000,000

11,780,000 15,920,000

0 0

12,161,145 12,634,851

13,897,671 13,719,577

0

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

 
収入：12,634,851円-支出：13,719,577円＝収支 △1,084,726円　（H27 △1,736,526円）

収支 △ 1,736,526 △ 1,084,726 0 0 0

計画

実績
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

実績値 11,846
そば処の来店者数

目標値 15,260

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・時季に合わせたイベントやそば打ち体験などの受け入れ
新そばの時期においては，常陸秋そばの新そばを使用している
点を強調するとともに，「新そばまつり」イベントを開催し，新そば
（粉）の販売やそば打ち体験会を行った。

・季節感のあるメニューの導入
春には桜を練りこんだ「桜そば」，秋～冬には郷土料理である「け
んちんそば」の提供を行った。また、7月から9月まで限定メニュー
として「ぶっかけそば」「サラダそば」「豚しゃぶ香味そば」「ねばー
るそば」等のメニューの開発，提供を行った。

・宴会需要の掘り起こし
農園利用者や地域住民の集まりの場として夜の宴会営業のＰＲを
積極的に行った。

・そば自体は好評なので，それを活かせるようなメニュー，店舗づ
くりをしていきたい。
・15年が経過し，飽きられている感じは否めないので，イメージを
刷新するような施策を行っていきたい。
・接客サービスや店舗運営はまだまだ改善できる点があるので，
従業員一丸となって質の向上に努めたい。

　課題 　改善策等

実績値 12,634,851
販売高

目標値 16,001,000

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・平日の集客
・土日等，混雑時の対応
・宴会の送迎について
・店舗責任者　不在

・夏季，平日限定メニューの導入
・混雑時は洗い場に直売所スタッフを融通するなど，柔軟な対応
を行う。
・そば処改修

・宴会の送迎手段の外部委託

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

１．実績（そば処の来店者数，販売高）について・・・　来店者数，販売高共に設定目標値には到達しなかった。来店者数は前年度か
ら約2,000人減尐している。それに伴って販売高（新規指標）も伸びなかった。
２．28年度の取り組み内容について・・・　指定管理者初年度ということで，新たなサービス（新メニューや宴会など）を実施し，経営改
善に取り組もうする姿勢が伺えた。今後も積極的に新サービスに挑戦してもらうとともに，継続性も増やしていってほしい。市に対して
も施設自体へのアイデアの提案（模様替え）もあったので，協力してよい経営に繋げてもらいたい。
３．課題分析の妥当性・・・　運営を1年実施して，従来からの課題点を把握できている。ただし，長年改善できない課題でもあり，改善
対策も前管理者が挙げていた点ではある。次年度以降は課題解消に直結する対策を求めたい。
４．改善の考え方（どうしたら目標達成できるか）・・・　立地の不利を抱えつつ経営するうえでは，来店客の満足度を高めることが最重
要項目と思われるので，それを念頭に置きつつ改善してほしい。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

【概要】 客席にアンケート用紙を設置し，お客様に記入して頂くようにした。項目としては，味，接客サービス，価格等の内容面と，
来店となったきっかけ（口コミ，SNSなど）を盛り込んだ。

【結果】 事務所内会議等で共有し，改善のきっかけとしている。また，お褒め頂くこともあり従業員のモチベーション向上につながった。

【手法】

利用者等による評価

【手法】

【時期】 28年11月より～現在

【手法】

【時期】

【概要】

【時期】

【概要】

【結果】

（味について）
・そばつゆが薄い，コクがほしい　等
（接客サービス）
・混雑時の待ち時間が長い（そばの提供に時間がかかる）　等

・所内会議での情報の共有
・味の見直し
・混雑を見越してあらかじめお客様にその旨をお伝えする。
・子ども連れなどには特に配慮し，小さなおむすびなど先に食べ
られるようなものをサービスする　　等

施設所管課の総評

【結果】

　好評を得た事項

・「かさま美食ランチ　栗和膳」企画（農政課事業への協力）
・笠間の栗を使用した特別メニューでの営業が特に女性から好評であった。

　要望・苦情等 　対応策等

　そば処については，経営収支としては前年度よりも赤字額を約70万円改善することができた。指定管理者である農業公社は，現場
の従来の課題を把握したうえで，施設の赤字脱却を念頭に置きつつ，独自のアイデアを試みており，施設の経営改善を図ろうとする
熱意が感じられた。また，農政課事業とのコラボレーションなどは，笠間市と農業公社との普段からの連携の強みを活かせたケースと
いえる。
　一方で，味や接客サービスといった従来からの課題について，認識していても対応できなかったものもあるので，次年度の経営には
優先度を上げて取り組んでほしい。そば処は，直売所よりも来客数が重要であるので，今後5年間の指定管理期間の中で，質の高い
地域食材提供と接遇サービスを実現し，最終的に黒字経営になるよう取り組んでほしい。
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466,401

6,889,146

　施設概要

収支計画

販売高 12,568,830 12,161,145 12,634,851 16,000,000

・地域食材供給施設（そば処）　　　　　【木造平屋 150㎡，客席数60席】

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告

収入計 12,572,807 12,161,145 12,634,851 16,001,000

雑収入 3,977 0 0 1,000

賃金 7,000,000

業務費 170,077 78,547 464,781 570,000

販売原価 3,355,620 3,391,072 3,697,259 4,500,000

共済費
8,007,267 8,073,178

1,000,000

施設等管理費 2,340,461 2,193,907 2,142,474 2,000,000

施設等修繕費 135,824 94,003 59,516 500,000

研修費 2,706 0 0 200,000

雑費 39,998 34,632 0 150,000

0 0 0

37,002 31,132 0

1,200 1,200 0

収支 △ 1,517,348 △ 1,736,526 △ 1,084,726 81,000

支出計 14,090,155 13,897,671 13,719,577 15,920,000
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画

実績

年度

区分

計画 収入

支出

実績 収入

支出

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

商工観光課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

　笠間工芸の丘 笠間市笠間2388-1

　施設の設置目的

　地場産業と観光の振興を図るため。

　指定管理者 　代表者 　所在地

笠間工芸の丘株式会社 吉井　博雄 笠間市笠間2388-1

　指定期間

28 4 1 38 3 31 10

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

　施設の機能を十分に発揮できるよう，効果的・効率的な運営により，地場産業と観光の振興に寄与する。

　指定管理者の業務内容

【市の観光拠点として地場産業の振興，参加体験及び観光情報発信】

・「笠間工芸の丘」等の市の施設の運営及び管理。 ・地場産業の調査，研究，開発，宣伝。

・地場産業に関する人材育成及び啓発。 ・観光に関する調査，情報の収集及び提供。

・イベントの開催。 ・笠間観光の活性化のための協力及び活動の展開。

・インターネットによる笠間の情報提供。

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成２29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度

年間延利用者数 240,000 240,000

314 315

体験施設利用者 19,550 18,200

年間延利用者数 251,000 234,000

センタープラザ他利用者 231,450 215,800

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成27年度 平成28年度 平成２29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度

利用料金 50,000,000 53,600,000

指定管理料 9,500,000 9,500,000

管理運営経費 156,500,000 160,500,000

その他収入 230,700,000 238,900,000

利用料金 48,348,026 46,528,347

指定管理料 9,500,000 9,500,000

管理運営経費 153,808,048 151,067,658

その他収入 223,704,073 209,658,369

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 5,163,826 1,741,623
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

　目的の達成度を測るための指標 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

施設全体の年間延利用者数（人）
目標値 240,000

実績値 234,000

体験施設の年間延利用者数（人）
目標値 17,000

実績値 18,200

物販売上（円）
目標値 205,250,000

実績値 179,312,580

目標値

実績値

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・施設内で行う既存のイベント（工芸の丘感謝フェア（春・秋），木
工クラフトフェア，陶と暮らし，彩初窯市など）開催の他に，施設外
で行われるイベントへの出店や，週末に施設店頭において実演販
売などを実施し，販促の強化に努めた。
・ＳＮＳ等を利用し，積極的かつ素早い情報提供を実施する。

引き続き，SNS等の活用や積極的なメディア取材協力に加え，地
域事業への協力として茨城県と笠間市，栃木県と益子町との事業
である『かさましこ事業』や笠間市も参加する『筑波山地域ジオ
パーク』の部会員参加，取材協力，ツアー受入など周辺地域との
事業にも参加協力してきた。また，ボランティアとしても周辺地域の
毎月の清掃運動の参加や募金活動などにも積極的に活動した。

　課題 　改善策等

・天候等に左右されない収益の確保。
・老朽化における施設の修繕および改修。 ・POPシステムの稼働と免税店の開設。

・施設の改装および修繕等の検討，協議と実施。

・施設の改装および修繕等の検討，協議と実施。

・施設の目的である「笠間の観光の情報発信地」「地場産業振興のための中核施設」という目的達成のため，多種多様な方法により営
業の幅を広げていっていただきたい。また引き続き新たな営業活動や催しを開催することにより，販売または体験施設利用のリピー
ターを確保し，より一層安定した集客，収益を目指し努力してほしい。

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

・県内外でPR活動及び営業活動を行い，体験のPR，施設案内，
物産販売等を実施する。また，小学校や旅行会社への営業など，
新たな利用者獲得に向けた取り組みを行う。
・経費削減に努める。

・県内のイベントにおいて物産品や地元の栗を使ったソフトクリー
ムの販売など出張販売にも参加し，PR活動に努めた。
・夏休み限定の親子体験なども新規の講座を増設するなど，陶芸
以外のクラフト体験にも枠を広げ，利用者の獲得に努めた。

・外国人旅行客へのサービス向上に向けた取り組みを行う。
・施設の改装および修繕等の検討及び協議の実施。

・外国人旅行客へのサービス向上として，中国人向けの銀聯カー
ドの導入をおこなった。また，ユーチューバー等の外国メディアの
取材を受入し，広報活動にも努めた。
・施設の機器などの老朽化とあわせて施設全体の計画を検討中。

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

利用者等による評価

【手法】

【時期】 平成28年10月28日

【概要】 『織物教室』におけるアンケート（回答者：5名）　来期に新規に開講予定の『織物教室』のプレ講座にてアンケート

【結果】 織物教室の満足度は全員が満足。金額も全員が適正。継続回数では，3回（3か月）が1名，6回（6か月）が3名，12回（1年）が1名。

【手法】

【時期】 平成29年3月1日から3月31日まで

【概要】 陶芸教室に通う，各曜日のロクロ教室，手ひねり教室の生徒15名にアンケート　（対象：1年目の生徒から19年目の生徒）

【結果】 全員が満足，ほぼ満足。価格については，適正10名，高い2名，どちらともいえない3名。希望として白土の選択が欲しい。施釉の講座が欲しいなど。

【手法】

【時期】

【概要】

【結果】

　好評を得た事項

・織物教室では，織物を教える講座が尐なく，織物作家より直接，指導を受けられることが高評価を得た。
・陶芸体験については，指導方法や教室の雰囲気作りにおいての満足度が高かった。また，回数も現在の12回（3か月）をほとんどの
方が希望しており，ニーズと合っていることが実証された。

　要望・苦情等 　対応策等

・糸を自分で染色して織あげたい。（織物教室参加者）
・月1回では，忘れてしまうかもしれないので，開催頻度を高めてほ
しい。（織物教室参加者）
・陶芸について，現在の笠間土以外にも白土なども選択できるよう
にしてほしい。（陶芸体験参加者）
・施釉の講習なども開催してほしい。（陶芸体験参加者）

・織物教室は，平成29年度に新規講座を開講することになった。
意見を集約しつつ，改善を行う。
・陶芸教室は，白土など選択が可能かどうかを協議し，今後の改
善を図る。

施設所管課の総評

　指定管理者が主催，共催，後援，協力等により施設を使用して実施している各種催しのほか，新規利用者獲得のための営業活動，
細やかな経費削減への努力など，外的要因に左右されない結果を生むための地道な取り組みを継続していることは評価したい。
  また，施設運営全般については適切に取り組まれていると判断できる。特に大雨や雷，地震などの緊急時には，適切な点検等を実
施し迅速に報告が行われる体制作りが実践出来ていることは，いつも目を見張るものがあり素晴らしい。今後も継続して実施していた
だきたい。
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収支計画

指定管理料 9,500,000 9,500,000 9,500,000

収支報告

参考資料

　施設概要

9,500,000

敷地面積：58,306㎡
【建物概要】名称〔用途〕（延べ床面積）
・センタープラザ〔売店、ギャラリー、事務所、会議室等〕(1,930.82㎡)　　・ふれあい工房〔体験施設〕(296.65㎡)
・窯場〔焼成窯〕(174.75㎡)　　・専用工房〔工房〕(105.30㎡)　　・匠〔工房〕(213.00㎡)
・クラフトホール〔多目的ホール〕(204.39㎡)　　・登り窯〔登り窯〕(69.45㎡)　　・渡り廊下〔連絡通路〕(83.14㎡)
【その他の施設】
・駐車場３箇所（北駐車場50台、西駐車場70台、中央50台）　　・炎の丘（高野公男記念碑）　　・恋人の聖地モニュメント

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告

物販売上 178,722,810 191,915,216 179,312,580 205,250,000

工房売上 40,296,446 48,348,026 46,528,347 53,600,000

手数料売上 28,201,712 29,867,146 28,309,697 32,400,000

駐車場料金 1,017,228 1,020,563 1,097,784 1,250,000

期末棚卸高 29,742,809 28,530,436 26,446,803 26,446,803

受取利息 17,632 17,178 13,403 0

雑収入 643,884 883,970 872,235 0

収入計 288,142,521 310,082,535 292,080,849 328,446,803

期首棚卸高 29,689,630 29,742,809 28,530,436 28,530,436

商品仕入高 110,385,167 117,190,090 106,793,855 127,008,000

当期製品製造原価 3,402,821 3,748,798 3,288,424 3,300,000

販売費及び一般管理費 144,213,263 153,808,048 151,067,658 160,500,000

雑損失 108,311 243,964 123,023 0

法人税等充当額 185,000 185,000 588,500 200,000

収支 158,329 5,163,826 1,688,953 8,908,367

支出計 287,984,192 304,918,709 290,391,896 319,538,436
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

1.使用許可に関すること。

2.施設及び設備の維持管理に関すること。

3.利用料金に関すること。

4.利用者の安全確保に関すること。

5.個人情報保護に関すること。

6.業務報告に関すること。

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

0

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 0 0 0 0 0

2,991,600 2,991,600 2,991,600

2,991,600 2,991,600 2,991,600

2,991,600 2,991,600 2,991,600

2,991,600 2,991,600 2,991,600

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

バイク 339 292 387
自転車 9,270 8,678 9,666
自動車 3,042 2,741 2,707

12,651 11,711 12,760

12,651 11,711 11,800

362 362 362

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

施設利用者の利便性，安全性及び快適性を確保・向上するように努める。

　指定管理者の業務内容

　指定期間

27 4 1 32 3 31 5

　指定管理者 　代表者 　所在地

一般社団法人　笠間観光協会 本間　敬 笠間市笠間1357－1

　施設の設置目的

（自転車駐車場）駅周辺の環境整備を図るとともに，自転車利用の利便に資するため。

（駐車場）市民及び観光客の利便に資するため。

笠間市営笠間駅北口自転車駐車場 笠間市下市毛288番地10

笠間市営笠間駅北口駐車場 笠間市下市毛288番地10

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

市民活動課

指定管理概要

　施設名称 　所在地
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・特になし

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・広報紙や笠間観光協会ＨＰ等，広く広報し新規契約者の増加に
努める。
・学生等の一時使用停止に対し，顧客の契約継続に努める。
・利用料金徴収業務が中心となるため，正確な料金徴収業務を行
う。

・週１回，全体ミーティングを行い，情報共有をしている。
・利用者の立場に立ち，明るく誠実な窓口対応を行っている。

　課題 　改善策等

実績値

目標値

実績値 292 387
延利用者数（バイク）

目標値 292 300

実績値 8,678 9,666
延利用者数（自転車）

目標値 8,678 8,700

実績値 2,741 2,707
延利用者数（自動車）

目標値 2,741 2,800

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

・全体的に良好に管理されている。今後も利用者からの声を聞き，適切な運営をお願いしたい。
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　利用者の声を集める方法

□ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

□ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

□ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

施設所管課の総評

　好評を得た事項

・特になし

　要望・苦情等 　対応策等

・特になし

【時期】

【概要】

【結果】

【概要】

【結果】

【手法】

【結果】

【手法】

【時期】

利用者等による評価

【手法】

【時期】

【概要】

・利用者への対応，施設の管理，料金の徴収等業務について的確に遂行できたものと評価する。
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参考資料

　施設概要

収支 0 0 0 0

支出計 2,991,600 2,991,600 2,991,600 2,991,600

 

手数料 0 26,756 6,760 20,000

人件費 2,911,882 2,804,292 2,739,730 2,752,600

委託費 92,786 49,000

通信運搬費 79,718 160,552 152,324 170,000

収入計 2,991,600 2,991,600 2,991,600 2,991,600

収支計画

指定管理料 2,991,600 2,991,600 2,991,600

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告

2,991,600

①自転車駐車場　　構造：鉄骨造、　面積：370㎡、　収容台数：自転車311台・バイク10台
②駐車場　　構造：AS舗装、　面積：2,005.07㎡、　収容台数：自動車66台

　事業収支詳細  （単位：円）
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 0 0 0 0

2,948,400 2,948,400 2,948,400

2,948,400 2,948,400 2,948,400

2,948,400 2,948,400 2,948,400

平成31年度

2,948,400 2,948,400 2,948,400

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

福原駅 自動車 4,335 3,849 3,564
稲田駅 バイク 31 59 27
稲田駅 自転車 1,128 651 958
稲田駅 自動車 3,664 2,606 2,509

9,158 7,165 7,058

9,158 7,165 7,160

365 365 365

指定期間

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

5.個人情報保護に関すること。

6.業務報告に関すること。

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

2.施設及び設備の維持管理に関すること。

3.利用料金に関すること。

4.利用者の安全確保に関すること。

5

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

施設利用者の利便性，安全性及び快適性を確保・向上するように努める。

　指定管理者の業務内容

1.使用許可に関すること。

JROB会 大内　信夫

　指定期間

27 4 1 32 3 31

　施設の設置目的

（自転車駐車場）駅周辺の環境整備を図るとともに，自転車利用者の利便に資するため。

（駐車場）市民及び観光客の利便に資するため。

　指定管理者 　代表者 　所在地

笠間市稲田2307番地9

笠間市営稲田駅前駐車場 笠間市稲田2307番地12

笠間市営福原駅前駐車場 笠間市福原2129番地9

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

市民活動課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

笠間市営稲田駅前自転車駐車場
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・特になし

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・広報紙による利用促進
・利用しやすいような施設の維持管理

・苦情やトラブルもなく，委託された業務を的確に遂行できた。

　課題 　改善策等

実績値 3,849 3,564
延利用者数（福原駅　自動車）

目標値 3,849 3,850

実績値 59 27
延利用者数（稲田駅　バイク）

目標値 59 60

実績値 651 958
延利用者数（稲田駅　自転車）

目標値 651 650

実績値 2,606 2,509
延利用者数（稲田駅　自動車）

目標値 2,606 2,600

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

・全体的に良好に管理されている。今後も利用者からの声を聞き，適切な運営をお願いしたい。
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　利用者の声を集める方法

□ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

□ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

□ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

施設所管課の総評

【結果】

　好評を得た事項

・特になし

　要望・苦情等 　対応策等

【時期】

【概要】

・特になし

【概要】

【結果】

【手法】

【結果】

【手法】

【時期】

利用者等による評価

【手法】

【時期】

【概要】

・利用者への対応，施設の管理，料金の徴収等業務について的確に遂行できたものと評価する。
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収支 0 0 0 0

支出計 2,948,400 2,948,400 2,948,400 2,948,400

人件費 2,948,400 2,948,400 2,948,400 2,948,400

収入計 2,948,400 2,948,400 2,948,400 2,948,400

実績報告 収支報告 収支計画

指定管理料 2,948,400 2,948,400 2,948,400 2,948,400

　施設概要

収容台数
稲田駅前駐車場（有料）：自動車４５台・自転車８４台・バイク１１台
福原駅前駐車場（自動車のみ有料）：自動車４１台・自転車・バイク合わせて約２０台

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

参加費収入

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 0 0 0 0 0

 平成26年度より地域支援センターから就労継続支援Ｂ型事業所に移行し，人件費，車輛費，事務費等の支出が大幅に削減された。

19,107,300 19,314,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000

16,800

54,500 51,000

19,036,000 19,263,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000

19,086,000 19,313,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000

50,000 50,000

19,036,000 19,263,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

平成27年度 平成28年度

3,510 3,824 3,669 3,559 3,227

3,700 3,700 3,700 3,700 3,700 3,700

平成29年度

239 239 239 239

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

在宅の心身障害者に，通所により，日常生活に必要な社会性の訓練や作業訓練を継続的に行い，社会との交流を図ることを目的と
して管理運営を行う。

　指定管理者の業務内容

1.利用の承認・訓練等の実施に関する業務

2.施設及び設備器具の維持管理に関する業務

　指定期間

25 4 1 30 3 31 5

　指定管理者 　代表者 　所在地

社会福祉法人　笠間市社会福祉協議会 会長　塩畑　敏之 笠間市美原三丁目2番11号

　施設の設置目的

在宅心身障害者の福祉向上を図ること。

笠間市障害者福祉センターともべ 笠間市美原三丁目2番11号

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

社会福祉課

指定管理概要

　施設名称 　所在地
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

・屋外での作業訓練等を工夫しており，就労意欲の向上に繋がっていることは評価できる。
・行事，レクリエーションの実施により，社会参加，自立に向けた支援ができていることは評価できる。
・就労意欲のさらなる向上のために，作業提供者の確保による賃金向上に努めていただきたい。
・新規利用者の確保のために，積極的なPRの実施に努めていただきたい。
・障害者自立支援協議会のネットワーク等を活用し，ほかのサービス事業所の協力を得られる関係を構築していただきたい。

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

　改善策等 　取組状況（反映状況）

課題 　改善策等

・利用者の高齢化
・新規利用者の獲得
・工賃向上

若年層の利用者獲得のため，特別支援学校などへのPRを行う。

特別支援学校へのPRのほか，支援学校で行われる事業所説明
会等へ参加し，保護者へ向けたPRも行う。

目標値

特別支援学校などへPRを継続的に行い，利用者の増加を図る。 特別支援学校へのPRを行うほか，就労移行支援事業所に体験の
協力を求め，その後利用できる体制を整える。

引き続き特別支援学校へPRを行い，利用者の増加を図る。 特別支援学校へのPRのほか，支援学校で行われる事業所説明
会等へ参加し，保護者へ向けたPRも行う。

・作業訓練（下請け作業，アルミ缶回収等）
・生活訓練（日直・清掃当番・調理実習・買物学習，屋外研修，宿
泊学習等）
・行事，レクリエーション（スポーツレクリエーション，遠足，映画鑑
賞，忘年会，果物狩り，笠間市主催事業への参加，県主催事業
への参加，ミュージックケア等）
・健康指導（住民健診，保健師，歯科衛生士指導，体操，ムーブメ
ント等）

　作業は前年度に引き続き依頼が安定して入っている。
　中央支部社協との交流会では、そば打ち体験を企画し好評を得
た。外出するだけでなく，一緒に何かを作り交流することでコミュニ
ケーション力の向上に繋がった。

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

実績値

実績値

目標値

実績値

目標値

3,700

実績値 3,824 3,669 3,559 3,227
利用者延人数（人）

目標値 3,700 3,700 3,700 3,700

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

施設所管課の総評

【結果】

　好評を得た事項

利用者より以下のような意見があった。
・通所が楽しい。
・遠足が楽しかった。
・レクリエーションが楽しかった。
・あおぞらと合同での宿泊学習や映画鑑賞をまた実施してほしい。

　要望・苦情等 　対応策等

・障害者に対し，就労や生産活動の機会を提供し，生産活動に係る知識・能力の向上，維持等を図るサービスの提供を行う場として
重要な役割を果たしている。
・作業訓練や生活訓練の場として，また，社会生活を身につける場として充実した運営内容となっており評価できる。
・就労継続支援事業所として，利用者のサービス受給期間の管理を行い，切れ目のない安定したサービス提供に努めることを望む。
・利用者や保護者にアンケート調査を行い，より多くの利用者のニーズに応えられるよう創意工夫し，事業の向上を図り有意義な活動
場所として快適な環境を確保していただきたい。
・関係機関へ積極的なPRをして，利用者の増加を図っていただきたい。

【手法】

【時期】

【概要】

【時期】

【概要】

【結果】

【概要】 利用者に対し口頭で聞き取り

【結果】 14人

【手法】

【手法】

【時期】 平成28年5月
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収支 0 0 0 0

支出計 2,305,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000

消耗器具備品費

保守料

器具什器費
退職金積立事業経理区分間繰入金支出 92,000 94,000 94,000

保健衛生費

教育指導費

賃貸料

租税公課

会議費

損害保険料

燃料費

修繕費 160,525 157,680 159,000 159,000

水道光熱費 671,475 667,320 632,000 632,000

車両費

業務委託費

諸謝礼

消耗品費

通信運搬費

旅費

研修費

人件費 1,285,000 1,195,000 1,222,000 1,222,000

福利厚生費 188,000 193,000 198,000 198,000

収入計 2,305,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000

参加費収入

その他収入

収支計画

指定管理料 2,305,000 2,305,000 2,305,000 2,305,000

設備：作業訓練室A，生活訓練室B，生活訓練室，和室，WC
面積：178.5㎡

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告

参考資料

　施設概要
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

施設所管課

社会福祉課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）

　施設の設置目的

在宅心身障害者の福祉向上を図ること。

笠間市障害者福祉センターいわま 笠間市下郷5139-1

　指定期間

25 4 1 30 3 31 5

　指定管理者 　代表者 　所在地

社会福祉法人　笠間市社会福祉協議会 会長　塩畑　敏之 笠間市美原三丁目2番11号

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

在宅の心身障害者に，通所により，日常生活に必要な社会性の訓練や作業訓練を継続的に行い，社会との交流を図ることを目的と
して管理運営を行う。

　指定管理者の業務内容

1.利用の承認・訓練等の実施に関する業務

2.施設及び設備器具の維持管理に関する業務

平成29年度

238 238 238 238 239

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1,431 1,385 1,225 1,409 1,403

1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

7,252,000 7,402,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000

7,252,000 7,402,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000

7,252,000 7,402,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000

7,252,000 7,402,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 0 0 0 0 0

平成26年度より地域支援センターから就労継続支援Ｂ型事業所に移行し，人件費，車輛費，事務費等の支出が大幅に削減された。
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

1,400

実績値 1,385 1,225 1,409 1,403
あおぞら利用者延人数（人）

目標値 1,400 1,400 1,400 1,400

実績値

目標値

実績値

目標値

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・作業訓練（下請け作業，アルミ缶回収，花壇，野菜作り）
・生活訓練（日直・清掃・調理実習・買物学習，屋外研修，宿泊学
習等）
・行事，レクリエーション（スポーツレクリエーション，遠足，映画鑑
賞，忘年会，果物狩り，笠間市主催事業への参加，県主催事業
への参加，ミュージックケア等）
・健康指導（住民健診，保健師，歯科衛生士指導，体操，ムーブメ
ント等）

・作業は作業依頼が安定して入っている。
・屋外での活動は，利用者に刺激を与え就労意欲の向上になり，
室内での作業訓練でも個別の能力に合わせ支援を行った。
・下請け作業が中心であり，なかなか工賃向上に繋がらないため
今後の課題である。

　課題 改善策等

実績値

目標値

特別支援学校などへのPRを継続的に行い，利用者の増加を図
る。

特別支援学校へのPRを行うほか，就労移行支援事業所に体験の
協力を求め，その後利用できる体制を整えた。

引き続き，特別支援学校へPRを行い利用者増を図る。 特別支援学校へのPRのほか，支援学校等で行われる事業所説
明会等へ参加し，保護者へ向けたPRも行う。

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・利用者の高齢化
・新規利用者の獲得
・工賃向上

若年層の利用者獲得のため，特別支援学校などへのPRを行う。

引き続き，特別支援学校へPRを行い利用者増を図る。

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

・屋外での作業訓練等を工夫しており，就労意欲の向上に繋がっていることは評価できる。
・行事，レクリエーションの実施により，社会参加，自立に向けた支援ができていることは評価できる。
・就労意欲のさらなる向上のために，作業提供者の確保による賃金向上に努めていただきたい。
・新規利用者の確保のために，積極的なPRの実施に努めていただきたい。
・障害者自立支援協議会のネットワーク等を活用し，ほかのサービス事業所の協力を得られる関係を構築していただきたい。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

【概要】 利用者に対し口頭で聞き取り

【結果】 5人

【手法】

【手法】

【時期】 平成28年5月

【手法】

【時期】

【概要】

【時期】

【概要】

【結果】

施設所管課の総評

【結果】

　好評を得た事項

利用者より以下のような意見があった。
・通所が楽しい。
・遠足が楽しかった。
・たけのこと合同での宿泊学習や映画鑑賞をまた行ってほしい。

　要望・苦情等 　対応策等

・障害者に対し，就労や生産活動の機会を提供し，生産活動に係る知識・能力の向上，維持等を図るサービスの提供を行う場として
重要な役割を果たしている。
・作業訓練や生活訓練の場として，社会生活を身につける場として充実した運営内容となっており評価できる。
・就労継続支援事業所として，利用者のサービス受給期間の管理を行い，切れ目のない安定したサービス提供に努めることを望む。
・利用者や保護者にアンケート調査を行い，より多くの利用者のニーズにこたえられるよう創意工夫し，事業の向上を図り有意義な活
動場所として快適な環境を確保していただきたい。
・関係機関へ積極的なPRをしていただき，利用者の増加を図っていただきたい。
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参考資料

　施設概要

収支計画

指定管理料 1,790,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000

設備：作業訓練室、相談室、和室、ＷＣ
面積：101.7㎡

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告 収支報告

利用料

収入計 1,790,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000

人件費 955,000 903,000 1,312,645 1,312,000

福利厚生費 135,000 147,000 143,000 143,000

研修費

旅費交通費

諸謝金

消耗品費

通信運搬費

業務委託費

車両費

燃料費 90,200 254,788 63,800 64,000

修繕費 111,006

損害保険料

賃借料

租税公課

教育指導費

経理区分間繰入金支出 65,000 67,000 67,000

器具什器費

手数料

保守料

高熱水費 609,800 309,206 203,555 204,000

収支 0 0 0 0

支出計 1,790,000 1,790,000 1,790,000 1,790,000
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

社会福祉課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

笠間市地域福祉センター「笠間市友部社会福祉会館」 笠間市美原三丁目2番11号

　施設の設置目的

地域における福祉活動の拠点として，地域住民の福祉ニーズに応じた各種相談，給食等の福祉サービス，機能回復訓練，創作活動，

ボランティアの養成，各種福祉情報の提供等を総合的に行い，もって地域住民の福祉の増進及び福祉意識の高揚を図る

　指定管理者 　代表者 　所在地

社会福祉法人　笠間市社会福祉協議会 塩畑　敏之 笠間市美原三丁目2番11号

　指定期間

25 4 1 30 3 31 5

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

市民，ボランティア，行政及び福祉関係団体の方々が利用しやすい施設として管理運営に努める。

　指定管理者の業務内容

施設等の運営及び維持管理に関すること

デイサービス，研修事業，相談事業，その他の事業の業務運営に関すること

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

359 359 359 360 359 359

28,000 23,000 23,000 23,000 23,000 23,000

8,436 11,106 10,683 11,520
23,847 20,824 23,455 22,239 22,399

ボランティア 9,156 8,014 8,915 8,940 8,681
一般 9,151

デイサービス 5,540 4,374 3,434 2,616 2,198

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

22,443,000 21,843,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000

22,443,000 21,145,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000

22,443,000 21,843,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000

123,638

0 0 0 0 0

22,443,000 21,966,638 22,428,000 22,428,000 22,428,000

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年間延利用者数
目標値 23,000 23,000 23,000 23,000 23,000

実績値 20,824 23,455 22,239 22,399

地域福祉センター開所日数
目標値 359 359 359 359 359

実績値 359 359 360 359

ボランティア活動組織数
目標値 42 88 84 85 85

実績値 88 84 85 86

ボランティア活動日数
目標値 225 225 306 315 315

実績値 302 306 315 328

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

・一般利用による会議等
・ボランティア団体による高齢者食事会，手話，読み聞かせ等の
実施
・土日祝日を開館し，年間を通して市民に利用できる施設の管理
運営に努めている。（年末年始は閉館）

　福祉関係団体や地元地区団体等，利用目的に沿った適正な部
屋の貸出に努めており，利用団体からは喜ばれている。

　課題 　改善策等

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・ボランティア団体の活動拠点となっていることや，付近に地域で
利用できる公民館等が少ないことから施設の利用頻度が高く，時
期により予約が困難となる。
・平成４年建築であり，主に空調設備の修繕が多くなっている。

・予約は午前・午後の２部制で通年で対応しているほか，必要に
応じて使用時間，部屋の変更等の調整を行う。
・空調設備修繕の見積りを取り，担当課と協議する。

・空調設備については担当課により一括入替予定。

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

空調機器の修繕額の見積りを取り，担当課と協議する。 担当課により平成29年度予算を確保した。

協議内容により反映する。 空調機器の年度内発注，完了予定

施設所管課の評価及び方向性の提示

・施設の利用頻度の高い団体とその外の利用者の調整を適宜行い，施設の有効的な稼働を促進すること。
・空調設備については利用者の声や常駐職員の意見を踏まえ，改修するものとする。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

利用者等による評価

【手法】 ご意見箱の設置

【時期】 通年

【概要】 窓口に意見箱及び用紙を設置し，随時要望・意見を受けられる状況にある。また，職員に直接話せるよう声かけや雰囲気
作りを心がけている。

【結果】 利用者が直接言いづらい内容も気軽に言い出せる環境作りをしている。

【手法】

【時期】

【概要】

【結果】

【手法】

【時期】

【概要】

【結果】

　好評を得た事項

　要望・苦情等 　対応策等

・空調機の不具合
・会議室等の使用が集中し，使用できないことがある。

・空調機の改修を市が実施予定
・予約方法の検討

・職員の応対

施設所管課の総評

　施設利用者に対し休日開館により利用率の向上を図り，ボランティア団体をはじめ福祉事業を積極的に運営していることは高く評価
できる。
　また，施設の老朽化に伴う設備の保守点検を随時行い，耐用年数以上の稼働を維持していることについても同様に評価するもので
ある。
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実績報告 収支報告 収支計画

参考資料

　施設概要

構造・規模：鉄筋コンクリート造　2階建
延床面積　：1,432.30㎡

　事業収支詳細  （単位：円）

事業区分間繰入金

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告

指定管理料 22,428,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000

職員給与 6,775,000 6,888,000 6,743,800 6,743,000

職員賞与 2,438,000 2,470,478 2,642,475 2,642,000

収入計 22,428,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000

器具什器費

職員諸手当 714,243 388,066 502,550 502,000

修繕費 1,492,928 1,675,607 830,952 831,000

法定福利費 1,767,077 1,927,816 1,792,192 1,793,000

保守料 2,143,185 2,250,814 2,392,281 2,393,000

光熱水費 3,498,303 3,103,008 3,407,003 3,408,000

福利厚生費 18,000 18,000 15,540 18,000

業務委託費 960,267 1,372,716 1,458,500 1,459,000

通信運搬費 361,196 217,382 150,849 151,000

損害保険料 94,500 58,590 94,000 94,000

租税公課 400,282 326,499 515,853 643,000

事務消耗品費 531,547 303,875 424,470 425,000

事業区分間繰入金 742,000 863,640 879,720 748,000

賃借料 488,472 563,509 574,815 575,000

諸会費 3,000 0 3,000 3,000

支出計 22,428,000 22,428,000 22,428,000 22,428,000

収支 0 0 0 0
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

540,000

12,555,000

11,889,000

117,000

11,279,000

126,000

550,000

11,955,000

11,279,000

126,000

550,000

11,955,000

11,279,000

108,000

500,000

11,887,000

11,279,000

100,2001,443,800

10,251,000

平成29年度

5,7736,2065,844

6,5006,5006,720

5,7645,909

6,5006,5006,500

236 229 226

平成25年度平成24年度

指定期間

223

4

指定管理者の管理運営状況

　所在地

平成26年度 平成29年度平成28年度平成27年度

232

　指定期間

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

　指定管理者 　代表者

30 3 31 5

高齢者の健康増進及び自立促進に資する活動を行う施設の設置理念に基づき，高齢者の福祉の増進及び介護予防ができるように
管理運営を行う。

明るい生活を営ませ，あわせて地域福祉の向上を図ること。

　高齢者の各種相談に応ずるとともに，健康の増進，教養の向上及びレクリエーションのための便宜を総合的に供与し，もって健康で

笠間市泉159番地

　指定管理者の業務内容

　施設稼動状況

3.センターの使用料の徴収に関する業務

2.センターの施設及び設備の維持管理に関する業務

1.センターの使用の許可に関する業務

4.前各号に掲げるもののほか，市が管理運営上必要と認める業務

笠間市美原三丁目2番11号会長　塩畑　敏之社会福祉法人　笠間市社会福祉協議会

25 1

　施設の設置目的

399,200

11,509,400

90,000

593,900

269,000

11,279,000

123,600

12,615,800

921,000

　指定管理者の収支状況

平成24年度

11,579,75011,962,90012,410,200

指定期間

平成27年度 平成28年度

0248,000

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

0収支 0 0

11,279,000

126,000

550,000

11,955,000

11,279,000

13,296,000

921,000

2,124,000

10,251,000

平成25年度 平成26年度

11,889,000

126,000

岩間支所福祉課

笠間市福祉センター「いわま」

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）

　施設名称 　所在地

施設所管課

指定管理概要

425,150404,200
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

目標値

　市住民の在宅福祉の拠点として運営を行ってきたが，一般利用
者が少ないため，平成２５年度から火曜日の施設利用を増やすべ
く，いきいき通所事業を実施している。
　また，木曜日の一般開放は定着しつつあるが，利用者が固定化
してしまっている。食事の提供を行い利用増を目指していたが，入
浴をして一日楽しむより，昼食の蕎麦を目的としている方が殆ど
で，思うように利用が伸びなかった。
　施設の利活用についてアンケートを実施し，地域福祉の向上と
市民サービスにとって安心安全な管理運営に努めている。

　課題 　改善策等

・一般開放日（木曜日）入館者（飲食の実人数を含む）は平成27
年度916人，平成28年度882人であり，利用者が伸びない。
・火，水，金曜日の週3日はいきいきふれあい通所事業を開催して
いるが，利用者を4地区に分けているため，週1回ずつ利用してい
ただくことができず，月3回となっている。友部・笠間地区は週1回
の利用なので，岩間地区も週1回ご利用いただきたい。そのため，
利用が停滞してしまっている木曜日の一般開放を廃止し，いきい
きふれあい通所事業に充てることとした。

　平成29年度よりいきいき通所事業の利用者が週1回利用できる
よう、木曜日の一般開放日を廃止する。

　

6,500

6,206

6,500目標値

実績値

目標値

実績値

実績値

6,500

5,7645,909

6,500

5,773
施設利用者数

6,500

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

実績値

指定管理者の事業実績・評価

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度　目的の達成度を測るための指標

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

　いきいき通所事業を増やすという対応を次年度からとることとなるが，平成29年度よりいきいき通所事業の利用者が週1回利用できる
よう、木曜日の一般開放日を廃止する。利用者の問題だけでなく，友部地区・笠間地区との平等性の観点からも望ましいといえる。そ
の中での利用者満足度をさらに高める努力を続け，事業利用者の増加を目指していただきたい。

　改善策等 　取組状況（反映状況）

施設利用日を曜日ごとに設定し，運営している。
月曜日：配食サービス事業
火曜日：いきいきふれあい通所事業
水曜日：いきいきふれあい通所事業
木曜日：一般利用
金曜日：いきいきふれあい通所事業
土曜日：休館
日曜日：休館

前年度の改善策等の取組状況

目標値
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

【手法】

【概要】

【時期】

利用者等による評価

28件。スタッフの対応や風呂の湯加減・清掃，食事に満足との回答。立地について自転車で行ける場所が良いとの声

アンケートボックスを設け，感想・意見を聴取

【手法】

施設所管課の総評

　要望・苦情等 　対応策等

　好評を得た事項

【結果】

【概要】

【結果】

通年

・食事の提供時間についてスタッフに努力してもらい，待ち時間短
縮に努めた。

・もっと広く周知し，利用度をあげてほしい。
・自転車でいける場所が良い。
・食事の提供まで時間がかかりすぎる。

・食事も安くてゆっくりできた。
・清潔で整頓されていて，とても気持ちがよかった。
・今度友達を連れてきたくなるような良い施設だった。
・蕎麦が美味しかった。

【概要】

【結果】

【手法】

【時期】

【時期】

月曜日：配食サービス　1,963食/年　対前年比　161食増
火水金曜日：いきいきふれあい通所事業　4コース　3,093人　対前年比　248人減
木曜日：一般利用日　708人　対前年比　58人減

　定期的な利用により，高齢者の介護予防や安否確認等を兼ねているいきいきふれあい通所事業は，見守り活動やひきこもりの予防
にも効果を上げており，今後も継続して実施していく。また，配食サービスも好評で利用が増えており，ボランティアの方々の意識も高
い。
　平成２９年度をもって指定管理委託は終了となる。建物に関しても解体撤去となるため，現施設で利用者に楽しんでいただく最後の
年となる。これまでの経験を最大限に活用し，利用者に満足いただけるよう努めていただくとともに，地域交流センターへの移行につ
いての周知も合わせて行っていただきたい。
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平成26年度

実績報告 収支計画収支報告

昭和52年6月竣工
構造：鉄筋コンクリート造
敷地面積：5,500㎡
延床面積：603.7㎡
施設内容：事務室，相談室，機能訓練室，娯楽室，調理室，浴室，ボイラー等

　事業収支詳細  （単位：円）

　施設概要

11,279,000

保守料

指定管理料

120,970

967,333

150,000

0

利用料 90,000

雑収入

業務委託費

特定障害者特別給付費収入

福利厚生費

443,900

36,960

6,019,701

11,279,000

399,200

64,010

6,262,027

17,083

952,385

0

100,200

11,279,000

11,837,000

6,715,000

5,000

167,000

70,000

943,000

282,000

0

109,000

27,000

39,000

187,000

248,000

123,600 108,000

実績報告

11,279,000

収入計 11,962,900 11,778,400 11,827,750

425,150 450,000

平成27年度 平成28年度

6,714,660人件費

5,000

166,598

通信運搬費 126,865 91,818 69,981

消耗品費

942,634

2,029,000

車両費 257,218 421,480 466,020 467,000

水道光熱費 2,399,881 2,226,423 2,028,912

修繕費 181,440 344,952 74,960 76,000

燃料費 993,210 426,376 281,014

損害保険料 109,060 82,720 85,540 86,000

手数料 0 0 0

租税公課 78,716 1,200 50,000 50,000

賃借料 150,015 80,041 108,852

保健衛生費 44,280 35,640 6,480 7,000

諸会費 3,000 3,000 26,400

日用品費 0 0 0 0

教養娯楽費 46,425 52,285 38,525

給食費 270,319 246,970 227,707 230,000

器具什器費 157,507 200,990 186,966

広報費 0 0 0 0

経理区分繰入金支出 0 269,000 248,000

0収支 0 0 0

支出計 11,962,900 11,778,400 11,827,750 11,837,000

99,501 100,000
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

　施設の設置目的

茨城県牛久市栄町3-186長谷川ビル2F所長　馬場啓介シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社茨城営業所

子ども福祉課

笠間市児童館（笠間キッズ館）

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）

　施設名称

　代表者

359

指定管理者の管理運営状況

32

児童館
子育て支援センター「かんがるー」

笠間市児童館の管理運営全般

31,129,000

20,60818,504

平成29年度

0

30,927,000

4,196,949

26,932,051

0

平成26年度

0

31,129,000

31,129,000

0

14,412 16,219

　指定管理者の収支状況

30,927,000

指定期間

　指定管理者の業務内容

　所在地

　所在地

笠間市南友部1966-1

　子どもに健全な遊びを与え，健康を増進するとともに，情操を豊かにし，児童の健全育成に関する拠点とするとともに，子どもたちの
安全な居場所づくり，子育て家庭の不安感の解消，相談・情報交換及び保護者の交流拠点とすることを目的とする。

　指定管理者

30,927,000

　施設稼動状況

平成30年度

359

平成27年度

27 4 1

　指定期間

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

　笠間市児童館の管理運営に際しては，「児童福祉法第40条」「笠間市児童館の設置及び管理に関する条例」「笠間市児童館の設
置及び管理に関する条例施行規則」「児童館指定管理業務仕様書」における設置目的や基本理念の実現を目指し，「公の施設」の
管理者としての自覚と責任を持って，地域の児童や保護者に喜ばれる管理運営を行う。

3 31 5

平成31年度平成28年度

20,447
16,718

30,000

359

平成28年度 平成31年度平成30年度平成29年度

指定管理概要

平成27年度平成26年度

指定期間

37,16536,82732,916

33,00032,000

0

26,483,965

施設所管課

30,927,000

26,912,000

30,927,000

0

収支 4,443,035

27,458,128

3,468,872

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

・昨年度12月より実施した調理に関する事業が好評であったた
め，今年度についても毎月実施した（冬季期間はノロウイルス懸念
のため中止）

実績値

目標値

平成28年度 平成29年度

36,827

平成30年度 平成31年度　目的の達成度を測るための指標

指定管理者の事業実績・評価

平成27年度

・12月より毎月1回創作活動室で子ども達と料理を楽しむ事業を実
施した。

33,000

37,165

・創作活動室での料理を楽しむ事業（みんなでクッキング）は毎月
第3日曜日に実施する。
・父親が来館しやすい環境を整える。遊戯室で行う事業（お父さん
と遊ぼう）を毎月第2日曜日に実施する。
・児童館で映画館の雰囲気を味わってもらえるよう，市役所より大
型スクリーン機材一式を借受け，年3回のイベント（大きいスクリー
ンで映画を観よう）に変更する。

・『みんなでクッキング』は，冬季期間ノロウイルス懸念のため中止
した以外は毎月実施し，好評を得た。
・『お父さんと遊ぼう』は予約制とし，七夕・夏祭り・クリスマス・お正
月に行った。また，他の月は『みんなと一緒に遊ぼう』に変更した。
・『大きいスクリーンで映画を観よう』は非常に好評で年3回実施
し，多くの来館者を集客できた。また，新規の利用者を呼び込むこ
ともできた。
・以上の結果，利用者総数は前年より338名増加した。

32,000目標値

実績値

・小学校の帰宅方針により，冬季は午後4時までに自宅に帰宅することと
なるため，冬季の平日児童館利用者の大幅減少が見込まれる。
・地域交流を意識して取組んできたが，次年度以降はより進んだ形で地
域の団体と協同・協賛を模索する。
・子育て支援事業と児童館事業で忙しい時間帯や曜日が異なるため，
相互間のスタッフの入替えを更に推進し，より効率的な人員配慮を考慮
する。

・笠間市指定管理連携協議会がH28年度に立ち上がり，協議会に参加
した。今後，協同事業を模索する。

・冬季の平日児童館利用者の大幅減少に対応するため，土日の事業展
開を模索する。
・子育て支援事業と児童館事業での相互のスタッフ入れ替えを更に推
進する。

実績値

目標値

実績値

児童館利用者数(人）

目標値

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

　課題 　改善策等

・来館者を迎えるにあたり，明るく元気に接し，また来館したいと思ってい
ただけるよう対応する。
・来館者からの要望に対しては，素早く対応することを心がける。
・安全に利用していただくため児童の見守りを強化する。
・各種イベントを利用者が見込める土日に集中させる。
・利用者を飽きさせないよう工夫を凝らした新たな事業を展開する。
・地域との交流をより推進し，協同事業の展開や各種イベントの協力を
推進し，利用者促進を図る。
・稼働率の低かった創作活動室でのイベントを充実させる。
・従来は子育て支援事業と児童館事業を完全に分けていたが，忙しい
時間帯や曜日が異なるため，効率的な人員配置を考慮し，全員がどち
らの事業にも携われるようにしていく。
・子育て支援事業については毎年実施している年間行事を行い，来館
者数を定着させる。
・イベント時，駐車場が混雑しトラブルの懸念があったことから，事前に駐
車券を発行し，混雑の緩和やトラブルを未然に防止すること努める。

・各種イベントを土日に集中することで利用者増につなげた。
・定期的に実施しているイベントの改善や新規イベントの実施を通し，児
童館に変化をもたせる事でリピーター率の向上に努めた。
・ひまわり館と連携をとり，イベント時に駐車場を借りたりと，イベント参加
に寄与した。
・H27年度から実施を始めた敬老の日イベントで，本年度は職員による
劇を行い大好評であった。
・子育て支援事業，児童館事業のスタッフの入替えを実施し，より機動的
かつ効率的な人員配置の取組を開始した。
・上記事項を実施した事により利用者についても昨年度より大きく回復
し，目標水準以上の成果を収めることができた。一番の要因は，利用者
を名前で呼びかけたり来館時に明るい声かけを実施したり，利用者の些
細な変化に気づいたりといった当たり前の事をしっかり実践できた事だと
思う。今後の運営も利用者目線に立って，より安全・安心に利用しやす
い児童館にしていくよう，スタッフ相互間の意識統一を図りながら運営し
ていく。

　改善策等 　取組状況（反映状況）

前年度の改善策等の取組状況

　冬季の小学校の帰宅時間制限やノロウイルス対策としてイベント実施日の見直しや，土日に各種イベントを集中させたり，効率的な
人員配置を考慮し，子育て支援事業担当と児童館事業担当スタッフを入れ替えするなど，イベント企画の見直しだけでなく，現状の
見直しにも積極的に取組んでいる。
　一方，利用者を名前で呼びかけたり，来館者を迎える時に明るい声かけを行うなど，当たり前の事を当たり前のように地道に取り組
んでいる事なども利用者増に繋がっていると思える。
　常に利用者目線に立って色々な事に取組み確実に実績を上げていることは，指定管理者の力量の高さを感じる。
　今後も，更に利用者を伸ばすような取り組みを行うよう指示をした。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

【結果】

平成28年11月25日～12月19日

・施設の用途やスペースの状況を鑑み，現在は水分補給のみ許
可している。

・以前から，飲食スペースの要望が強い

特にスタッフに対する意見が多くあった。
・子育て支援事業
『スタッフが気さくに話しかけてくれる』，『おもちゃ，施設も清潔感があり安心できる』，『親として話を聞いてもらえて良い』，『色々なイ
ベントがあるのが良い』，『子ども楽しく遊んでくれる』
・児童館事業
『安心して子どもを遊ばせる事ができる』，『スタッフが明るく話しかけてくれる』，『良く目を配ってくれる』，『安心して遊べる場所が少な
くなってきた中で，児童館は大変貴重』

【概要】

【結果】

【手法】

【時期】

意見箱の設置

笠間市児童館運営委員会の実施　前年度の事業報告，今年度の事業計画，参加者（児童館利用者）からの意見徴収等

平成28年11月14日

【概要】

【時期】

【手法】

【結果】

【概要】 子育て支援事業と児童館事業それぞれについて，毎年アンケートを実施

【手法】

【時期】

　要望・苦情等 　対応策等

　好評を得た事項

施設所管課の総評

普段の利用の中で要望，苦情，ご意見等があった際に利用するものとして，意見箱を設置。

通年

　平成28年度の児童館利用者は，前年度より増加している。また，年間利用者実績は，本市で設定した年間目標値を上回っている。
　事業については，従来から行っているイベントだけでなく，常に新しいイベントに取り組むほか，夏祭りなどの季節的なイベントにも
取り組み，利用者から好評を得ている。また，市から指示をした創作活動室の積極的な利用についても，部屋備え付けの調理機能を
活用しクッキング教室などをほぼ毎月開催するなど改善に努めている。
　利用者の促進については，アンケートの実施の他に，館長を初めスタッフ全員が利用者からの声を聞く体制を整えているほか，ス
タッフ全員が日々感じた事や改善すべき点などを協議し，事業に反映させるなど1つ1つの積み重ねが利用者増に繋がっていると思
われる。
　所管課としても，今後ますます利用者が来て良かった・また来たいと思える施設になるものと確信している。
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平成27年度 平成28年度

その他収入 0 0

4,015,000収支 4,196,949 3,468,872 4,443,035

支出計 26,932,051 27,458,128 26,483,965 26,912,000

20,000

その他経費 1,642,815 1,139,575 69,070 190,000

その他支出 15,000 15,000 15,123

1,312,000

使用料及び賃借料 1,014,255 184,532 215,353 200,000

委託料 1,033,211 1,315,930

12,113

需用費 3,008,663 2,919,639 2,811,187

役務費 475,013

21,495,176

報償費 108,000 75,000 75,000

収入計 31,129,000 30,927,000 30,927,000

0 0

実績報告

30,927,000

30,927,000

21,500,000

100,000

18,000

3,200,000

372,000

30,927,000

21,523,224

18,100

360,332

1,222,726

31,129,000

19,763,044

8,639

338,424

30,927,000指定管理料

人件費

旅費

参考資料

平成26年度

実績報告 収支計画収支報告

1.施設種類　　　児童厚生施設　　　　　　　　　　　　8.建設費　　　147，000千円
2.施設名称　　　笠間市児童館　　　　　　　　　　　　9.部屋表示板協力
3.所 在  地　　　笠間市南友部1966-1　　　　　　　　　　　茨城県立笠間高等学校美術科
4.建築面積　　　610．50㎡
5.延床面積　　　542．00㎡
6.建物構造　　　木造平屋建て
7.敷地面積　　　3，000㎡

　事業収支詳細  （単位：円）

　施設概要

72



平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

収支 △ 604,886 △ 416,043

8,069,584 6,997,171

1,743,528 2,302,768

61,170 18,360

5,660,000 4,260,000

7,200,000 6,100,000 5,546,000

1,500,000 1,800,000 1,750,000

40,000 40,000 40,000

5,660,000 4,260,000 4,210,000

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成　　年度 平成　　年度

2,031 3,575 4,629

－ 5,000 5,000 7,000

308 309 305

指定期間

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成　　年度 平成　　年度

（4）施設の使用の許可及び使用料の徴収に関すること

（5）施設及び設備の維持管理に関すること

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

（2）市民と都市住民との交流の促進に関すること

（3）笠間市の産業の振興に資する工芸品の制作，展示及び

　　販売に関すること

3

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

伊東豊雄氏の建築協会新人賞受賞作品である特異性を活かしつつ，指定管理者による効果的な企画等により，地場産業及び観光
の振興に寄与する。

　指定管理者の業務内容

（1）地域活性化の促進に関すること （6）その他市長が必要と認めること

NPO法人いばらきの魅力を伝える会 金澤　大介 笠間市笠間2372番地5

　指定期間

27 4 1 30 3 31

　施設の設置目的

日本を代表する建築家伊東豊雄氏の作品でもある旧里中英人邸の保存及び活用を図るとともに，地域活性化及び市民と都市住民と
の交流の促進を図る。

　指定管理者 　代表者 　所在地

新しい企画の実施に伴う投資が多かった。来年度は更なる収入の増加とともに，より効率的な運営を期待する。

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

商工観光課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

笠間の家 笠間市下市毛79番地9
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

ホームページを作成し,ホームページ・SNSでの情報発信を強化す
る。

ホームページを作成したことで,スケジュールをネット上で確認でき
るようになり,ホームページを見て足を運ぶ方も多くいた。

更なる新規顧客層開拓のため，ワークショップ等の実施を増や
す。

平成２８年度では、21種類（昨年度4種類）のワークショップを開催
した。毎月開催の講座には固定客もつき,新たなコミュニティの場
の造成にもつながった。平成２９年度においても、陶芸のワーク
ショップ、金工ワークショップ等、多種にわたる企画を計画してい
る。

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

①修繕が必要となる箇所を確認し順次修繕をする。
②新規利用者の獲得のため,PRと営業活動の強化。 ①緊急性の高いものから順次修繕を対応していく。

②ホームページ・SNSでの情報発信の強化。
③収益の改善

認知度向上のため,建設関係各所・市外への広報活動を強化す
る。

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

施設の活用を進めるため，ギャラリーでの企画展やワークショップ
を定期的に実施する。外部からの会場利用依頼や提案について
も前向きに検討し，更なる利用促進を図る。

・創作工房
笠間に関わる映像の上映，イベント実施回数を増やし，新たなお
客様とリピーターの増加及び満足度向上を目指す。
・書斎
故 里中氏のコレクション，笠間に縁をもつ作家による陶器等の直
売を強化し，収益拡大及び地場産業振興強化を目指す。
・企画・カフェ
ギャラリーでの毎月の企画展・映像の上映・音楽演奏・ワークショッ
プを定期開催し，定着させる。昨年に引き続きカフェ営業を実施
し，お客様の滞在時間の増加及び収益拡大を目指す。
・広報PR
ホームページ・SNS（facebook・Instagram)での情報発信。

本年は，企画展・ワークショップ等の実施を増やすことで，来場者
数の拡大とリピーターの獲得に成功した。

・カフェ営業
滞在時間増加と満足度向上を重視したカフェ営業を実施。30～
40代の情報発信力のある女性来場者が増加し，口コミでの情報
拡散にも成功した。また,展示会を訪れるお客様と作家の交流の
場としても機能した。
・施設の有効活用
展示会・ワークショップ等のイベントを58回開催した。訪れるたび
に変わる景観は施設のリピーターを生む効果となった。
・書斎での常設展示
昨年度に引き続き,古書や故・里中氏によるコレクション等の展示
販売を実施。更に，地元作家の作品の展示販売を開始した。笠間
の家を訪れた記念に購入する方が多く,好評を得た。
・その他
紙媒体でのマンスリースケジュールを作成し,市内公共施設等に
設置した。また,笠間の家のホームページを作成したことで,ウェブ
上でもイベントスケジュールを確認できるようなり,リピーターの増加
につながった。

　課題 　改善策等

実績値

目標値

実績値 1,743,528 2,302,768
カフェ・有料イベント売上

目標値 1,500,000 1,800,000 1,750,000

実績値 3,509 4,629
来場者数

目標値 5,000 5,000 7,000

実績値 20 58
企画イベントの実施数

目標値 12 35 34

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成　　年度 平成　　年度

　新たな企画の実施やカフェの営業など，施設全体が有効活用された。来場者数が増加していることからも，企画や実施事業につい
ては評価できる。来年度も，引き続き指定管理者ならではの新しいアイディアにより,来場者の満足度の向上や施設の有効活用につ
なげたい。
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　利用者の声を集める方法

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

アンケート 懇談等 その他（ ）

施設所管課の総評

　要望・苦情等

355号線沿いの案内看板が小さく,入口が分かりにくい。 道路標識は費用等により対応が難しい状況。笠間の家ホーム
ページを作成し,ホームページやfacebook,市ホームページにて周
知している。

　地元陶芸作家展，多ジャンルのアート展など，様々な種類の企画展の開催，カフェ営業，市内団体との連携など，指定管理者の柔
軟な発想により，笠間の家が有効活用された。また,新たな企画を多数開催したことで,昨年度と比べて，来場者は1,054人増加（昨年
比129%）し，新たな顧客とリピーターの獲得につながった。また,笠間の家の建築価値を活かすため,建築関係の来場者や企画を開催
することも念頭に置いており，「茨城学生建築展」など，建築業界との関りも持ち続けていることは評価できる。また,市内外の作家によ
るワークショップの開催や企画展を実施することで,市内外の人口交流の場となった。
　来年は，来場者・リピーター増加に加え，お客様の満足度向上を目指し,本年実施した企画展の結果を精査することで，笠間の家ら
しい，より魅力的な企画を実施することを期待する。

【結果】

　好評を得た事項

・定期的に展示会や映像上映を開催することで,新規のお客様の獲得とリピーターの増加へとつながった。
・カフェでのこだわり（笠間の家オリジナルブレンドコーヒーを提供・新メニューの開発）や，スタッフの丁寧な説明や態度は好評価。
・書斎のスペースにて，故 里中氏が利用していた古書や,コレクションを置き,当時の雰囲気を感じられる貴重なスペースである。
・笠間に関係する作家の企画展開催やワークショップ,作品の販売，ヨガ体験での市内農園の野菜を使用したグリーンスムージーの提
供など,いたるところで「笠間」の魅力を感じられるものが多くとりこまれていた。
・新たなワークショップを多数開催することで,市内外からのリピーターが増え,新たなコミュニティの場となっている。

【概要】

【結果】

　対応策等

【手法】

【時期】

【概要】

【結果】 場所が分かりにくい,笠間の若手陶芸家展を実施してほしい,映画上映をしてほしいなどの意見をいただいた。

【手法】

【時期】

利用者等による評価

【手法】 ギャラリー及びカフェでの聞きとり

【時期】 通年

【概要】 施設内にアンケートを設置し,来場者へ回答いただく。
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110,591

86,958

713,433

81,500

595,578

332,917

5,660,000

4,012,054

1,743,528

収支 0 △ 604,886

光熱水費

△ 416,043 0

支出計 0 8,069,584 6,997,171 6,100,000

その他経費 1,234,269 1,011,273 220,000

通信運搬費 117,855 240,000

委託料 317,320 284,000902,284

444,708 360,000

修繕料 120,000

燃料費 157,200 120,000

印刷製本費 140,935 100,000

人件費 4,518,668 4,416,000

消耗品費 289,212 240,000

収入計 0 7,464,698 6,581,128 6,100,000

施設利用料 18,360 40,000

その他収入

収支報告

2,302,768 1,800,000

収支計画

指定管理料 4,260,000 4,260,000

61,170

※対象外

敷地面積　　  　笠間の家876.38㎡　／　駐車場397.00㎡
建築面積　    　155.24㎡
延べ床面積　　266.03㎡
建物概要　　 　1階（旧寝室，創作工房，窯場，トイレ・シャワー室）
　　　　　　　　 　2階（書斎，ギャラリー，居間，厨房，トイレ，事務室）
屋外部分　　　 園庭，駐車場（10台）

　事業収支詳細  （単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績報告 実績報告

参考資料

　施設概要
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平成 年 月 日 から 平成 年 月 日 まで （ 年間 ）

年度

区分

年間稼働日数

計画 年間延利用者数

実績 年間延利用者数

年度

区分

計画 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

実績 収入 指定管理料

利用料金

その他収入

支出 管理運営経費

平成29年度笠間市公の施設指定管理者実績報告書（平成28年度実績）
施設所管課

市民活動課

指定管理概要

　施設名称 　所在地

笠間市地域交流センターともべ 笠間市友部駅前1番10号

笠間市営友部駅南口自転車駐車場 笠間市友部駅前1番10号

　施設の設置目的

　笠間市地域交流センターともべについては，市民の交流を促進し，地域の活性化及び地域活動並びに健康増進機能の推進，観

光拠点機能の推進を目的としており，笠間市営友部駅南口自転車駐車場については，駅周辺の環境整備を図るとともに，自転車利

用者の利便に資することを目的とする。

　指定管理者 　代表者 　所在地

特定非営利活動法人　いばらきの魅力を伝える会 金澤　大介 笠間市笠間2372番地5

　指定期間

28 12 1 31 3 31

　当該指定期間における施設の管理運営の基本方針

　地域交流センターともべを有効に利用しながら，市民や地域活動団体等の多様なニーズに応えた平等なサービスの提供と施設の
利用促進を図るとともに，地域の活性化及び地域活動並びに健康増進の推進，観光拠点機能の推進に資すること，また，自転車駐
車場についても利用者の利便性に配慮した事業を行うものとする。また，施設及び備品を清潔に，また，その機能を正常に保持し，
利用者の快適かつ安全な使用を図るとともに，適正な管理と保守点検を行うこととする。

　指定管理者の業務内容

・地域交流センターの施設等の運営及び維持管理に関する業務 ・自転車駐車用の利用に伴う利用者への便宜の寄与に関する業務

・市民の交流の促進に関する業務 ・自転車駐車場の施設及び付属設備等の維持管理及び安全の確

・地域の活性化及び地域活動の推進に関する業務 　保に関する業務

・市民の健康増進を目的とした施設利用に関する業務 ・市長並びに指定管理者が必要と認める業務

・観光拠点としての機能の推進に関する業務 ・その他，地域交流センターの設置の目的を達成するために必要

・自転車駐車場の利用手続き及び利用料の収納に関する業務 　な業務

指定管理者の管理運営状況

　施設稼動状況

指定期間

平成28年度 平成29年度 平成30年度

58

2,800

747マルチホール
12,344

562

自転車駐車場 6,019

771
709
287談話室１

市民交流サロン

2,011

その他 933

カフェ

　指定管理者の収支状況

指定期間

平成28年度 平成29年度 平成30年度

11,516,000

3,456,000

2,300,000

17,270,000

8,840,000

1,736,680

92,409

11,307,103

収支 0 △ 638,014 0 0

　施設稼動状況及び収支状況に係る特記事項

談話室２

健康ルーム
会議室
コミュニティールーム

まちのひろば 230
調理室 75
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【当年度計画に反映（修正等）】

【次年度計画に反映】

【前年度計画に反映（修正等）させるとした事項】

【当年度計画に反映させるとした事項】

指定管理者の事業実績・評価

　目的の達成度を測るための指標 平成28年度 平成29年度 平成30年度

施設利用回数（団体）
目標値 70

実績値 170

施設利用者数
目標値 2,800

実績値 7,954

自転車駐車場利用者数
目標値 600

実績値 603

カフェ売上
目標値 800,800

実績値 1,497,720

　目標達成のための具体的な実施事項等 　指定管理者による自己評価

1.マルチホールの活用
　講演会をはじめ音楽・映画上映イベント等を開催。
2.自転車駐車場へのゲート設置
　有料による施設利用を推進するため機械ゲートを設置。
3.物産・土産の販売
　農業公社やカサマルシェとの連携。その他直売等の販売コー
ナー設置。
4.公式キャラクターの導入
　トモアの施設案内での活動や市民の皆様に施設への愛着を
もっていただくことをねらいとして導入。
5.カフェの運営
　笠間焼の器と地元産食材活用によりランチ，ディナーの提供。そ
の他のデザート，ドリンク（アルコール含む）の提供。

・カフェはオープン当初より，提供する各メニューに人気が集まり予想以
上に利用者数が伸びたことは成果である。マルチホールの活用につい
ては，講演会や研修会として利用するとともに映画の上映を実施した
が，暗幕については設置要望をしていきたい。館内掲示板の設置や駅
側への施設案内が併せて遅れている。市農業公社と市農政課との連携
による直売所設置やカサマルシェについては，協議を開始することがで
きたが，実際の開始は平成29年度からとなる見込みである。以上，当初
の事業計画の多くが今後の調整事項として残った。
・施設利用者やカフェの売上は当初見込みを上回ることができた。また，
事業達成の目標値に対して実績値が伸びて，一定の成果を得ることが
できた。なお，駅前という立地環境を生かした当施設での地域活動団体
の活動の活性化，また，地域の方にとって身近で気軽に立ち寄れる施
設や駅前のにぎわい創出に向けた取り組みに向けて，これからの事業
展開について，創意工夫をしていきたい。

　課題 　改善策等

市民活動の促進と駅前活性化を主軸として，施設の運営・管理と
保全
1.市民活動の活性化
　施設利用団体による活動など多様なニーズに対応し，幅広く利
用できる施設としていく。
2.駅前活性化のための事業の展開
　観光案内の機能充実
3.創意ある自主イベントの展開
　健康増進事業，芸術・文化事業，交流推進事業
4.施設の備品不足
　マルチホールの暗幕，施設や駐車場案内表示等

・市民活動や施設紹介の広報として「トモア通信」を発行。
・施設紹介や活動についての広報としてフェイスブックを活用。

・自転車駐車場ゲート設置工事，映画上映，館内掲示板や駅側
への施設案内表示の設置。

前年度の改善策等の取組状況

　改善策等 　取組状況（反映状況）

施設所管課の評価及び方向性の提示

　指定管理者の課題認識及び改善策等に対する評価と今後の管理運営に向けた指示（方向性の提示）等

　全体的に良好に管理されている。今後もアンケート等の実施による利用者の意見を取り入れ，適切な運営をお願いした
い。

78



　利用者の声を集める方法

■ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

□ アンケート □ 懇談等 ■ その他（ ）

□ アンケート □ 懇談等 □ その他（ ）

利用者等による評価

【手法】

【時期】 随時

【概要】 施設利用者並びにカフェ利用者が利用時に記入できるよう，使用簿とともに渡したり，カフェでは店内に常備している。

【結果】 寄せられた利用者の声は運営等に活かすよう努めている。

【手法】

【時期】 利用時

【概要】 施設受付やカフェのスタッフが，直接話を聞いたことを施設のスタッフ会議で報告し，共有している。

【結果】

【手法】

【時期】

【概要】

・自転車駐車場を24時間利用できるようにしてほしい。
・健康ルームがもう少し広いと良い。
・館内に時計をもっと設置してほしい。
・外のテラスの木目の区分が分かりにくい。
・高齢者の電動カー等の駐車場所がほしい。
・施設の案内表示が無く分かりにくい。

・自転車駐車場の時間制限については，7月1日から対応済み。
・館内に時計を設置済み。
・電動カー等の場所設置について，検討する。
・外のテラスについては，ソーラー式照明の設置で対応済み。
・施設の案内表示については，周辺の県道や駅自由通路に設置
していく。

施設所管課の総評

【結果】

　好評を得た事項

・施設がきれいで清潔感がある。
・立地条件が良い。
・スタッフの対応が親切で丁寧であった。
・トモアに来るのが楽しみ。
・新しい施設があり，この地域に引っ越して良かった。
・減免で利用でき良かった。
・カフェでゆっくりできてよかった。駅前に気軽に寄れるカフェができて良かった。
・とにかく食事が美味しい。

　要望・苦情等 　対応策等

　アンケート等の実施により利用者の意見を取り込みながら運営するなど，全体的に良好に管理されている。
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　施設概要

　当施設は，市民の交流を促進し，地域の活性化及び地域活動並びに健康増進機能の推進，観光拠点機能の推進を目的として，
平成29年1月に開館し，135席のマルチホールをはじめ，会議室，コミュニティルーム，健康ルーム，談話室，調理室，ギャラリー，キッ
ズコーナー，交流ホール，カフェを有し，前庭の「まちのひろば」では，マルシェ等を開催している。また，自転車駐車場は256台を収
容可能としている。

　事業収支詳細  （単位：円）

平成28年度

1,608,000

収支報告 収支計画

指定管理料 8,840,000 11,516,000

2,300,000

施設利用料 61,820 112,000

自転車駐車場使用料 140,140

17,272,000

カフェ売上 1,497,720 800,800

その他収入 92,409

2,858,000

収入計 10,669,089

143,000

人件費 5,839,304 6,338,000

光熱水費 870,544

620,000

委託料 386,061 2,845,000

使用料及び賃借料 709,896

1,000,000

通信運搬費 54,302 88,000

広告宣伝費 34,134

60,000

カフェ原価 1,097,499 804,000

イベント経費 251,995

厨房設備費 831,952 500,000

その他支出 1,161,766 264,000

支出計 0 0 11,307,103 15,520,000

収支 0 0 △ 638,014 1,752,000

保険 69,650
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